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花館小５年生が大曲農業高校の生徒と農業体験（５月16日・大曲農業高校大嶋農場）



春の叙勲・褒章

瑞宝単光章-消防功労-
大友金己知さん
（西仙北・72歳）

元大仙市消防団副団長

瑞宝単光章-消防功労-
渡部良太郎さん
（南外・75歳）

元大仙市消防団南外支団分団長

瑞宝単光章-消防功労-
佐々木忠雄さん
（大曲・71歳）

元大仙市消防団大曲支団長

国家や公共に対して功労のある方や、社会の各分野で優
れた業績のある方を表彰する「叙勲・褒章」。令和７年

「春の叙勲・褒章」「第44回危険業務従事者叙勲」で受章された、
市関係の７人の皆さんを紹介します。

−受章者紹介受章者紹介−

令和７年令和７年

春の叙勲・褒章春の叙勲・褒章
第44回危険業務従事者叙勲第44回危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章-警察功労-
川尻佳孝さん
（大曲・75歳）
元警視

瑞宝双光章-消防功労-
大荒田秋彦さん
（大曲・69歳）

元大曲仙北広域市町村圏組合
消防司令長

瑞宝双光章-警察功労-
佐藤利男さん
（大曲・74歳）
元警視

第44回危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章-警察功労-
加藤 健さん
（仙北・74歳）
元警視正

第44回危険業務従事者叙勲
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秋田大学の益満ゼミ生の皆さんが大仙市で行っている「大仙市産米で醸す日本酒
プロジェクト」。酒米づくりから販売までを一貫して行い、「農業と食」をテーマ
に地域活性化を目指す素敵な取り組みです。学生たちが手がけるオリジナル日本酒
「宵の星々」はとてもおいしいと、毎年大好評だそうです。今回は、南外地域で
行われた酒米の種まきのお手伝いをしてきました。大学生と交流しながら、地元
の酒造りに関わる貴重な体験をさせていただきました。プロジェクトの今後にも
ぜひご注目ください！

協力隊のインスタグラムアカウント
です。イベント情報や暮らしに役立
つ情報も毎日発信しています！
こちらの2次元コードからアクセスし
て、ぜひフォローをお願いします☆

移住定住促進課
鈴木悠基

広報広聴課
明石浩一

daisen_k00

★みんなで種まき、育むコミュニティと苗

★女性が住みたいまちを目指して

移住定住促進課
本橋奈々子

★今月のベストショット【唐松神社御祭禮／蛇頭神楽】

南外地域活性化推進室
能條恵美子

協和地域の唐松神社で毎年5月3日に開催されている【唐松神社御祭禮】にて撮影した一枚。
唐松神社は982年創建と長い歴史を持ち、最近はパワースポットとしても全国的に知られて
います。このお祭りで行われる「蛇頭神楽」という約1,000年続く獅子神楽は、市の無形民俗
文化財に指定されています。神楽のあとは町内の人が神社に集まってみこしを引きながら町内を
練り歩き、家内安全や厄よけ、五穀豊穣などを願って鈴を鳴らしながらみこしをくぐるのがこの
地域の風習。地域のつながりを深め、手を取り合い、支え合おうという願いを強く感じました。

若者チャレンジ振興課
近藤 央

★すくすくキッズフェス in 神岡中央公園
４月２６日（土）に神岡中央公園で開催されたすくすくキッズフェスの運営を
協力隊でお手伝いしました。今回は「少年野球発祥の地」にちなんだストラック
アウトコーナーを運営しました。当日はあいにくの天気で屋内開催となりまし
たが、たくさんの子どもたちが訪れ、楽しみながらも真剣な面持ちでボールを
投じました。ほかにもさまざまな催しがありましたが、どれも大盛況で大変にぎ
わいのある一日となりました。お越しくださった皆さんありがとうございました。

★大仙の”春”をテーマに各地で撮影を実施
大仙市の四季折々の景色を集めて動画を制作するため、まずは春の風物詩で
ある桜をさまざまな視点から撮影しました。この写真は市役所大曲庁舎の会議
室から見た満開の桜で、窓越しの風景がまるでびょうぶ絵のような美しさです。
また桜の名所でもある中仙地域の斉内川の桜並木では川の真ん中からドローン
を飛ばし、桜アーチ街道では車載カメラで何度も往復したりと、さまざまな
素材を組み合わせて大仙市の四季の魅力を伝える動画を制作する予定です。

★今年も「大仙市産で醸す日本酒プロジェクト」が始動

タカナシコミュニティガーデンに参加されている地域の皆さんと一緒に春の
種まきとビニールハウス作りを行いました。手分けして畝を整え、みんなで
意見を出し合って決めたさまざまな野菜の種をまいた後は、育苗用のビニール
ハウスを設置しました。初めての作業に戸惑いながらも、協力して一つ一つ形
にしていく喜びを感じました。これから芽吹く野菜とともに、地域のつながり
もこのコミュニティガーデンを通して育まれていくことを期待しています！

「女性が住みたいまちづくり」をテーマに、大仙市で活躍する女性を取材して
協力隊のインスタグラムで発信しています。今回は東京から移住し『Space愛音』
で心・体・食のケアを届ける石橋小夜子さんをご紹介させていただきました。
子どもたちに平等に届く「オーガニック給食」の普及に力を入れ、オーガニック
が特別ではなく日常の選択肢にしたいという思いで活動をされています。今後
も地域で輝く女性たちの姿をどんどん伝えていきたいと思います。

かも

よい　　　　 ほし　ぼし

じゃとう

うね
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所信表明演説所信表明演説
令和７年第１回大仙市議会臨時会

５月２日、老松博行市長が市議会臨時会で３期目に向けた所信表明演説に臨みました。
市民の皆さんと約束した「だいせんの未来を拓

ひら

く『10の公約』」を中心に、
大仙市のさらなる飛躍・発展に向けて強い決意を表明した演説内容をお伝えします。

　
　
地
元
商
工
業
の
振
興
と

　
　
地
元
商
工
業
の
振
興
と

　
　
企
業
誘
致
の
推
進

　
　
企
業
誘
致
の
推
進

　

商
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業

の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
、雇
用
と
所
得
を
も
た
ら
し
、

若
者
の
定
住
や
結
婚
、
出
産
の
希

望
の
実
現
に
つ
な
が
る
本
市
発
展

の
要
で
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、国

の
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、現
下
の
物
価
高
騰
や
資
源
、エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
の
影

響
を
受
け
、
厳
し
い
事
業
環
境
に

あ
る
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
下
支
え

し
つ
つ
、
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
な
ど
の
世
界

的
な
潮
流
へ
の
対
応
に
加
え
、
若

者
や
女
性
を
は
じ
め
、
誰
も
が
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
子
育
て

と
仕
事
が
両
立
し
や
す
い
環
境
の

整
備
、
健
康
経
営
に
よ
る
人
へ
の

投
資
な
ど
、
自
社
の
持
続
可
能
性

を
高
め
、
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
の

皆
さ
ま
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
大
曲
企

業
団
地
整
備
事
業
の
全
工
程
が
完

了
し
て
お
り
、
地
政
学
リ
ス
ク
の

高
ま
り
や
人
手
不
足
を
背
景
に
高

ま
る
地
方
へ
の
立
地
需
要
な
ど
、

企
業
の
動
向
を
的
確
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
多
様
な
専
門
高
校
が

集
積
す
る
強
み
や
本
市
の
充
実
し

た
支
援
制
度
、
ア
ク
セ
ス
の
優
位

性
な
ど
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
企

業
誘
致
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、情
報
関
連
産
業
を
中

心
と
し
た
若
者
の
就
職
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
や
、地
域
の
課
題
や
活
性

化
を
起
点
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
へ
の
幅
広
い
支
援
に
も
取
り
組

み
、若
者
が
希
望
す
る
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
雇
用

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　「
力
強
い
だ
い
せ
ん

　
　「
力
強
い
だ
い
せ
ん

　
　
農
業
」の
実
現

　
　
農
業
」の
実
現

　

本
市
の
農
業
は
、
古
く
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
域
の

文
化
を
育
み
、
ま
ち
の
基
礎
を
築

い
て
き
た
重
要
な
産
業
で
あ
り
、

日
本
有
数
の
食
料
供
給
地
帯
を
有

す
る
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
、

農
業
を
守
り
、育
み
、そ
し
て
未
来

に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
に
引
き

続
き
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」が

四
半
世
紀
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
４

月
に
は
、
新
た
な
指
針
と
な
る「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」が
策

定
さ
れ
る
な
ど
、我
が
国
の
農
業
政

策
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
と

１１

２２

「
若
者
や
女
性
に
選
ば
れ
、

誰
も
が
豊
か
さ
を
実
感
し
、

暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
一
人
一
人
が
居
場
所
を
も
ち
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け

〝
迅
速
果
敢
〞に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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同
時
に
、
世
界
的
な
食
糧
需
要
の

高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
農
業
の

成
長
産
業
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
変
化
を
追
い
風
に
、本

市
の
農
業
や
農
村
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
や
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、「
第
５
次
大
仙

市
農
業
振
興
計
画
」
の
策
定
を
進

め
る
と
と
も
に
、国
内
有
数
の
米
ど

こ
ろ
で
あ
り
、県
内
随
一
の
大
豆
産

地
で
あ
る
強
み
を
生
か
し
た
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
を
展
開
す
る
ほ
か
、「
新

規
就
農
者
研
修
施
設
活
性
化
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、
地
域
の
核
と
な
る

若
い
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向

け
、研
修
設
備
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
場
整
備
に
よ
る
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
と
農
地
集
積
の

加
速
化
を
図
り
な
が
ら
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
普
及
や
６
次
産
業
化
も

促
進
し
、「
稼
げ
る
持
続
可
能
な

だ
い
せ
ん
農
業
モ
デ
ル
」
の
創
出

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、歴
史
あ
る
鮭
文
化
の

確
実
な
継
承
を
図
る
た
め
、
市
営

水
産
ふ
化
場
改
築
事
業
の
着
実
な

推
進
と
人
材
育
成
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、畜

産
経
営
体
の
経
営
基
盤
強
化
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
や
林

業
人
材
の
確
保
・
育
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

　
　
出
産
・
子
育
て
・
教
育

　
　
出
産
・
子
育
て
・
教
育

　
　
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

　
　
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

　

出
産
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
に
主
眼
を
お
い
た
「
子

育
て
支
援
１・
０
」、
こ
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
と
子
育
て
し
や
す

い
環
境
の
充
実
に
焦
点
を
あ
て
た

「
子
育
て
支
援
２・０
」
か
ら
、「
若

年
女
性
の
定
住
促
進
」
と
「
出
会

い
・
結
婚
の
希
望
の
実
現
」を
大
き

な
柱
の
一
つ
に
据
え
る「
子
育
て
支

援
３・０
」に
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
し
、さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実

現
に
向
け
た
「
大
仙
市
こ
ど
も
計

画
」の
も
と
、こ
ど
も
や
若
者
の
声

を
伺
い
な
が
ら
、地
域
全
体
で「
こ

ど
も
や
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添

い
、
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。出
産
祝

い
金
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化
な
ど

の
経
済
的
支
援
に
加
え
、産
前
・
産

後
ケ
ア
の
充
実
や
こ
ど
も
・
子
育

て
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
、
企
業
と
も

連
携
し
た
「
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
」の
さ
ら
な
る
後
押
し
、「
子
育

て
に
優
し
い
ま
ち
」
を
象
徴
す
る

屋
内
遊
び
場
施
設
の
着
実
な
整
備

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良

い
成
長
と
学
び
の
環
境
の
実
現
を

最
優
先
に
、
学
校
再
編
計
画
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
個
別
最

適
な
学
び
を
実
現
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
さ
ら
な
る
推

進
、
地
域
へ
の
愛
着
と
参
画
意
識

を
育
む
ふ
る
さ
と
教
育
や
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
、
本
市
の

特
色
を
な
す
教
育
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、国
に
お
い
て
、令
和
８
年
度

の
小
学
校
で
の
開
始
を
念
頭
に
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、市
と

し
て
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

を
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、ま

ず
は
教
育
費
の
負
担
が
大
き
い
中

学
校
を
対
象
に
、
今
年
度
か
ら
無

償
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中
、
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
機
会
の
創

出
や
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

出
会
い
の
場
や
結
婚
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
や
意
識
の
変
化
に
あ
わ
せ
、

よ
り
多
様
な
交
流
や
出
会
い
の
機

会
を
創
出
す
る
ほ
か
、
新
婚
生
活

に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

通
じ
、
結
婚
を
希
望
す
る
皆
さ
ま

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

　
　
さ
ら
な
る
充
実

　
　
さ
ら
な
る
充
実

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
突
入
し

た
今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
一
つ

で
あ
る
「
す
べ
て
の
人
が
健
康
と

福
祉
を
享
受
で
き
る
社
会
づ
く

り
」
に
取
り
組
む
意
義
は
一
層
高

ま
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
一

人
一
人
が
健
康
で
、
地
域
の
支
え

合
い
の
も
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
柱
と
な
る
「
健
幸
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

は
、普
及
・
活
動
の
促
進
か
ら
横
展

開
・
デ
ー
タ
活
用
に
軸
足
を
移
し
、

ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
デ

ジ
タ
ル
化
を
皮
切
り
に
「
健
幸
ま

ち
づ
く
り
２・０
」を
起
動
し
、「
日

本
一
健
康
な
ま
ち
」に
向
け
、
さ
ら

に
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、予
防
医
療
の
観
点
か
ら
、

各
種
健
康
診
査
や
検
診
、
予
防
接

種
事
業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の
主
体

的
な
健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、国
の「
高
齢
社
会
対
策

大
綱
」の
も
と
、年
齢
に
関
わ
り
な

く
、
希
望
す
る
誰
も
が
就
労
す
る

こ
と
が
で
き
、
健
康
状
態
に
あ
わ

せ
て
活
躍
で
き
る
社
会
の
形
成
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
基
盤
と
し
て
、
す
べ
て
の

世
代
の
皆
さ
ま
が
安
心
で
き
る
地

域
医
療
体
制
や
、「『
つ
な
が
る
・

さ
さ
え
る
』
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
」の
推
進
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」の
さ
ら
な
る
充
実
、地

域
の
見
守
り
体
制
や
災
害
時
避
難

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
買
い
物
や
移
動
に
対
す
る
支

援
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
や
健
康
を
支
え
る
各
種

支
援
制
度
が
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
安
全
・
安
心
な

　
　
安
全
・
安
心
な

　
　

 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
、
道
路
や
橋
り
ょ
う
を
は

じ
め
と
し
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
計

画
的
な
整
備
が
重
要
で
す
。

　

防
災
の
要
諦
は
「
安
き
に
居
り

て
危
う
き
を
思
う
」
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。頻
発
化
、
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
皆
さ

ま
の
い
の
ち
と
財
産
を
守
る
た
め
、

国
土
強き

ょ
う
じ
ん靱
化
地
域
計
画
等
に
基
づ

く
防
災
・
減
災
対
策
を
強
力
に
進

め
る
と
と
も
に
、
頻
発
す
る
水
害

の
解
消
に
向
け
た
河
川
整
備
の
促

３３
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だいせんの未来をだいせんの未来を拓拓
ひ ら

く「10の公約」く「10の公約」

誠心誠意、迅速果敢に

進
に
係
る
要
望
活
動
や
、国
や
県
、

関
係
市
町
村
等
と
連
携
し
た
流
域

治
水
を
推
進
す
る
ほ
か
、
こ
れ
と

並
行
し
て
共
助
を
基
盤
と
し
た
自

主
防
災
組
織
の
結
成
と
活
動
を
促

進
し
、
地
域
の
災
害
対
応
力
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
に
お
け
る
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
の
除
排
雪
体
制
の
充

実
や
共
助
に
よ
る
除
雪
体
制
づ

く
り
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

協
働
に
よ
る
雪
対
策
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。加
え

て
、
危
険
な
空
き
家
の
発
生
抑
制

や
解
体
支
援
、
優
良
な
空
き
家
の

利
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
な
が

ら
、
予
防
保
全
型
管
理
を
基
本
と

し
た
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命

化
や
、
人
口
動
向
や
利
用
状
況
等

を
踏
ま
え
た
最
適
化
・
縮
充
も
念

頭
に
、
生
活
基
盤
の
維
持
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
だ
い
せ
ん
創
生
の
加
速
化

　
　
だ
い
せ
ん
創
生
の
加
速
化

　

改
め
て
、地
方
創
生
と
は
、か
つ

て
の
地
方
都
市
が
目
指
し
た
都

会
化
を
進
め
る
こ
と
や
、
他
の
自

治
体
の
模
倣
で
は
な
く
、
こ
こ
に

し
か
な
い
、
あ
る
い
は
地
域
の
強

み
と
な
っ
て
い
る
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、共
有
し
、そ
し
て
新
た
な
価

値
と
し
て
活
用
す
る「
攻
め
」と
、

地
域
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き

合
い
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
み
な

が
ら
地
域
の
持
続
性
を
高
め
て
い

く「
守
り
」の
両
面
か
ら
、
地
域
の

一
人
一
人
が
当
事
者
と
し
て
参
画

し
、
自
律
的
で
持
続
的
な
地
域
社

会
を
創
生
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま

で
地
方
創
生
に
向
け
た
３
本
の
矢

を
放
ち
、そ
し
て
、人
口
減
少
が
進

行
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
創
生「
第
一
の
矢
」に
位
置

付
け
る「
花
火
産
業
構
想
」に
つ
い

て
は
、「
花
火
産
業
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
も
と
、関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
を
代
表

す
る
地
域
資
源
と
し
て
、
そ
の
価

値
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る

と
と
も
に
、「
大
曲
の
花
火
」の
高

い
芸
術
性
と
優
れ
た
技
術
力
を
国

内
外
に
広
く
発
信
し
、
令
和
10
年

の
第
１
０
０
回
記
念
大
会
を
見
据

え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
花
火
産
業
基

盤
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
創
生
「
第
二
の
矢
」
で
あ

る
「
大
仙
市
農
業
と
食
に
関
す
る

活
性
化
基
本
構
想
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、担
い
手
の
確
保
や
省
力
化
、

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト

66
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●「大曲の花火」100回大会の成功と国際花火シンポジウムの誘致
●「世界少年野球大会」の開催、スポーツ起点の地域活性化
●「道の駅」などの整備、インバウンド観光・文化観光の推進

まちの強みを伸ばし、未来を切り拓く
だいせん創生の加速化

● 若者が自由に意見を発信し、活躍できる環境づくり
● あらゆる場面で女性が参画し、能力を発揮できる社会づくり
● 多様な価値観が尊重され、多文化が共生するまちづくり

若者が夢を叶え、女性が輝きを増す
若者・女性活躍のまちづくり

● SDGs未来都市計画の推進による持続可能なまちづくり
● 人口減少社会に対応した都市機能の維持と公共交通の再構築
● 大曲駅周辺の整備促進と主要都市公園の再整備

人口減少社会に対応し、人と環境に優しい
未来に続く共創のまちづくりの推進

● DXによる市民に優しく利便性が高い行政サービスの拡充
● 機能的でコンパクトな「市民のための市役所」庁舎の整備
● 未来を見据えた行財政改革と公共施設の最適化・整理統合

市民に優しく、未来を展望した
デジタル改革と持続可能な行財政運営の推進

●若者や女性に選ばれる移住・定住策のさらなる推進
●ふるさと納税やSNSなどを通じた関係人口の創出と拡大
●まちの魅力と価値の共創によるシティプロモーションの強化

魅力を発信し、新風を呼び込む
移住・定住の促進とシティプロモーションの強化



だいせんの未来をだいせんの未来を拓拓
ひ ら

く「10の公約」く「10の公約」

● 頑張る地元商工業者への応援、起業・事業承継への支援
● 人手不足に対応した人材確保対策、DXや働き方改革の促進
● 市民ニーズの高い業種を中心とした企業誘致の推進

誠心誠意、迅速果敢に

農
業
の
さ
ら
な
る
推
進
、
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
に
向
け
て
実
効

性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
、
農

業
や
食
料
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
、多
様
化
す
る
食
へ
の
ニ
ー
ズ
等

を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
次
期
構

想
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
創
生「
第
三
の
矢
」に
つ
い

て
は
、「
大
仙
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
」を
核
に
、関
係
機
関

等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
有

形
・
無
形
の
文
化
遺
産
の
総
合
的
、

か
つ
一
体
的
な
保
存
と
活
用
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
観
光
と
連
携

し
た
文
化
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の
相
乗

効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
起
点
と
し
た
地
方

創
生
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全

国
・
全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会
や

「
だ
い
せ
ん
田
園
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」大
会
な
ど
、特
色
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
起
点
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
一

層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。今
夏
、本

市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
31
回
世
界

少
年
野
球
大
会
秋
田
大
会
」は
、本

市
の
魅
力
を
海
外
に
向
け
て
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
そ

の
推
進
に
向
け
た
契
機
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
に
よ
る
地
方
創
生
に
つ
い

て
は
、そ
の
基
盤
と
な
る
観
光
拠
点

の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、花
火
や
文
化
財
、行
祭
事
、地
酒

や
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
組
み
合

わ
せ
、一
過
性
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

で
は
な
い
、大
仙
市
ら
し
さ
を
前
面

に
し
た
観
光
ス
タ
イ
ル
を
訴
求
し
、

経
済
効
果
の
最
大
化
を
図
り
な
が

ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光

誘
客
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
未
来
に
続
く
共
創
の

　
　
未
来
に
続
く
共
創
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

今
後
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

が
緩
和
し
た
と
し
て
も
、
し
ば
ら

く
は
人
口
減
少
が
続
く
こ
と
か

ら
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
地
域
社
会

の
構
築
が
急
務
で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
進
行
を
見
据

え
、都
市
機
能
の
集
約
・
充
実
と
生

活
機
能
の
維
持・強
化
に
向
け
、「
大

仙
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
は
じ
め
と
し
た
ハ
ー
ド
面
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
効
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、利
用
状
況
や

地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
地

域
主
体
の
新
た
な
移
動
手
段
の
導

入
も
視
野
に
、
効
率
的
で
利
便
性

が
高
く
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

網
の
構
築
に
向
け
、
次
期
交
通
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
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雇用と所得を生む本市発展のエンジンとなる
地元商工業の振興と企業誘致の推進
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● 農業の担い手の確保と生産基盤の整備、スマート農業の推進
● 持続可能で稼げる「だいせん農業モデル」の創出
● 畜産・林業の振興、鮭ふ化事業の継承、農山村環境の保全

日本の食料を支える産地として未来へ躍動する
「力強いだいせん農業」の実現

● 防災・減災対策と災害対応力の強化、雪対策の充実
● 生活環境の維持向上に向けた空き家対策のさらなる強化
● 道路や橋りょうをはじめとした生活インフラの整備

災害に強く、雪に負けない いのちと暮らしを守る
安全・安心なまちづくり

● 高齢者の暮らしを支える買い物・移動支援の充実
● 高齢者がいきがいを持ち、活躍できる環境づくり
●「健幸まちづくりプロジェクト」による健康寿命の延伸

高齢者をはじめ誰もが安心して暮らせる
保健・医療・福祉のさらなる充実

● こどもの学びを最優先にした小・中学校の計画的な統合
● 屋内こども遊び場施設の整備と学校給食費の段階的無償化
● 子育て支援の充実と地域全体でこどもを育む環境づくり

こどもの成長と学びを地域で応援する
出産・子育て・教育環境のさらなる充実



　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
大
曲
駅
周
辺
の
再
整
備
に

向
け
た
検
討
を
促
進
す
る
ほ
か
、

主
要
な
都
市
公
園
の
再
整
備
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し

て
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や

そ
の
活
用
に
よ
る
活
性
化
策
の
展

開
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活

動
へ
の
応
援
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
強
化
の
ほ
か
、地
域
お
こ
し
協

力
隊
活
動
の
充
実
な
ど
に
も
引
き

続
き
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。と

り
わ
け
、
地
域
自
治
区
単
位
で
の

活
性
化
事
業
に
つ
い
て
は
、よ
り
生

活
に
身
近
な
単
位
で
の
活
動
の
活

発
化
や
、
地
域
の
枠
に
留
ま
ら
な

い
活
動
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
地
域
に
よ
っ
て
課
題
や
将

来
に
対
す
る
考
え
方
、さ
ら
に
は
、

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
や
人
口
構

成
の
変
化
な
ど
が
異
な
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
地
域
軸
や
時
間
軸
を
意

識
し
つ
つ
、大
仙
市
全
体
の
一
体
感

に
も
つ
な
が
る
効
果
的
な
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
、
抜
本
的
な
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
第
２
期
大
仙
市
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」の
も
と
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
※
）
の
向
上
と
世
界
共
通
の

目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

向
け
、
各
種
取
り
組
み
を
推
進
す

る
ほ
か
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、「
大
仙
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
区
域
施
策
編
」
に
基

づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
や
省
エ
ネ
化
、
廃
棄
物
の
減

量
化
と
資
源
の
循
環
利
用
の
各
面

か
ら
、
オ
ー
ル
大
仙
で
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
移
住
・
定
住
の
促
進
と

　
　
移
住
・
定
住
の
促
進
と

　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
の
強
化

　
　
の
強
化

　

移
住
・
定
住
や
関
係
人
口
は
、人

口
減
少
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、

本
市
に
新
た
な
息
吹
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
地
域
の
活
力
創
造
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

り
、
本
市
に
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
と
な
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実・強
化
が
重
要
で
す
。

　

社
会
の
成
熟
と
と
も
に
、
経
済

的
な
豊
か
さ
だ
け
で
は
な
く
、
心

の
豊
か
さ
を
求
め
る
価
値
観
が
広

が
り
を
見
せ
る
中
、
若
い
世
代
を

中
心
と
し
た
地
方
移
住
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
が
続
い
て
い
ま

す
。移
住
・
定
住
は
、人
生
の
中
で

非
常
に
大
き
な
決
断
を
伴
う
も
の

で
す
が
、こ
う
し
た
潮
流
を
捉
え
、

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
若
者

や
女
性
、
子
育
て
世
代
に
向
け
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を

強
化
し
、
住
み
よ
さ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

先
進
度
な
ど
、
本
市
の
魅
力
や
強

み
を
積
極
的
、
か
つ
効
果
的
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、
移
住
相
談
会

を
通
じ
た
情
報
発
信
の
強
化
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、
住
宅
取
得

や
就
労
へ
の
支
援
な
ど
、
移
住
の

検
討
段
階
に
応
じ
た
、
総
合
的
な

支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
の
負
の
面
だ

け
を
切
り
取
る
の
で
は
な
く
、
い

か
に
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
い

く
か
、
マ
イ
ン
ド
を
切
り
替
え
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、例
え
ば
、人
口
密
度
が
低

下
す
る
こ
と
で
、
１
人
あ
た
り
の

土
地
の
使
用
可
能
面
積
が
増
加
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

視
点
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
念
頭

に
、
次
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
若
者
・
女
性
活
躍
の

　
　
若
者
・
女
性
活
躍
の

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
ま
ち
づ
く
り

　

若
者
や
女
性
の
減
少
は
、
少
子

化
に
拍
車
を
か
け
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
ま
ち
の
活
力
や
多
様
性
を

奪
い
、
そ
の
存
在
自
体
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
若
者
や
女
性
に
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

99

８８

〝大仙市のすべての地域をすみずみまで元気にしたい〟
〝市民の皆さんが住み良さを実感し、将来に希望が持てるより良いまちにしたい〟

この決意と覚悟は、これまで一度たりとも揺らいだことはありません。
３期目も決して歩みを止めることなく、強い決意と覚悟を持って

市民の皆さんのため、そして大仙市のさらなる発展のため、誠心誠意、全力を尽くします。
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若
者
や
女
性
が
自
由
に
意
見
を

述
べ
た
り
、
能
力
を
発
揮
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
は
、誰
も

が
住
み
や
す
い
社
会
で
も
あ
り
ま

す
。「
第
４
次
大
仙
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」の
も
と
、
地
域
社
会

や
職
場
な
ど
の
身
近
に
存
在
す
る

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意

識
の
偏
見
や
思
い
込
み
）
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る

と
と
も
に
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
若
者

や
女
性
が
参
画
し
、
意
欲
に
応
じ

て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、世
代
や
性
別
で
差
別
さ
れ
な
い

多
様
な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
声
を
伺
う
機
会

や
意
見
交
換
の
場
を
積
極
的
に
創

出
し
な
が
ら
、
若
者
が
自
ら
の
夢

や
希
望
を
叶
え
、
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
、そ
し
て
、そ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
地
域
で
応
援
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
改
革
と

　
　
デ
ジ
タ
ル
改
革
と

　
　
持
続
可
能
な

　
　
持
続
可
能
な

　
　
行
財
政
運
営
の
推
進

　
　
行
財
政
運
営
の
推
進

　

人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、
限

り
あ
る
行
財
政
資
源
を
全
体
最

適
の
視
点
か
ら
効
率
的
に
配
分

し
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
質
が

高
く
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

基
盤
づ
く
り
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
る
行
政
の
変
革
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
大
仙
市
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革

大
綱
」お
よ
び「
大
仙
市
Ｄ
Ｘ
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
」の
も
と
、市
民
の
皆
さ

ま
の
利
便
性
向
上
と
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
行
政
の
効
率
化
に
向

け
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
事
務
事
業
の

不
断
の
見
直
し
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
を
通
じ
た
財
源
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
公
共
施
設
の

有
効
活
用
や
適
正
配
置
を
進
め
る

ほ
か
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
官
民
連
携

事
業
）な
ど
に
よ
り
民
間
活
力
も
積

極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
将
来
世

代
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

の
な
い
、
未
来
を
見
据
え
た
行
財

政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、複
雑
化
・
多
様
化
す

る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、

安
定
的
、
か
つ
継
続
的
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

人
材
の
確
保
・
育
成
を
戦
略
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
人
口
規
模
に

あ
わ
せ
た
効
率
的
な
行
政
規
模
と

な
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗

状
況
等
も
勘
案
し
、
長
期
的
な
展

望
の
も
と
で
支
所
機
能
を
含
め
た

組
織
・
機
構
の
在
り
方
を
検
討
し

な
が
ら
、
市
役
所
庁
舎
の
整
備
に

道
筋
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（W

ell-being

）

…well（
よ
い
）とbeing

（
状
態
）か
ら

な
る
言
葉
で
、
個
人
や
社
会
の
良
い

状
態（
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
全

て
が
満
た
さ
れ
た
良
好
な
状
態
）を

指
す
概
念

1010

　大変革の時代に、市民の皆さまのご負託
をいただいた私がなすべきことは、21年目
の歩みを踏み出した「ふるさと大仙」の未来
を切り拓き、さらなる飛躍と発展に向けた礎
を築いていくことであると考えています。
　「協働・共創のまちづくり」の理念のもと、
市民の皆さまと手を携えながら、直面する多
くの課題にしっかりと向き合い、「若者や女
性に選ばれ、誰もが豊かさを実感し、暮らし
続けたいと思えるまちづくり」　「一人一人
が居場所をもち、個性と能力を発揮して活
躍できるまちづくり」に向け、迅速果敢に、全
力で取り組んでいく所存です。

市
政
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と

大
仙
市
全
体
の
発
展
の
た
め
に
。

令和７年第１回大仙市議会臨時会での所信
表明演説全文は、市ホームページ（https://www.city.
daisen.lg.jp/archive/contents-11074）に掲載しています。

DAISEN City Public Relations 2025.69



中学校の給食費を無償化

今年度４月分から対象に実施SDGs

子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
、
大
仙
市
立
の
中
学

校
に
就
学
し
て
い
る
生
徒
の
給
食

費
を
本
年
度
４
月
分
か
ら
無
償
化

し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

を
理
由
に
弁
当
な
ど
を
持
参
し
て

い
る
生
徒
の
保
護
者
や
、
市
外
の

中
学
校
な
ど
に
通
う
生
徒
の
保
護

者
に
は
、
学
校
給
食
費
相
当
額
を

補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。手
続
き
は
、
年
度
末
の
来
年
３

月
に
行
い
ま
す
。詳
細
は
、
12
月
下
旬

ま
で
に
補
助
対
象
者
へ
通
知
し
ま
す

の
で
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象
／

①
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ

り
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
る
全

部
、
ま
た
は
一
部
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
生
徒
の
保
護
者

②
大
仙
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
大

仙
市
立
の
中
学
校
以
外
に
就
学

し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
お
よ

び
特
別
支
援
学
校
中
等
部
に
就

学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者

【
問
い
合
わ
せ
】

○
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

 

学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
86
）４
１
７
１

○
補
助
金
に
つ
い
て

 

教
育
指
導
課 

内
線
３
４
１

対象の新婚世帯に最大60万円の補助金交付
大仙市結婚新生活支援事業、６月２日から申請できます 【問い合わせ・申請】

 子育て支援課
 ☎ 0187-63-1111 内線 128

SDGs

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
応
援

す
る
た
め
、
住
宅
の
取
得

費
用
や
家
賃
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
、
引
っ
越
し
費
用
な
ど
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
要
件
な
ど
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
世
帯

対
象
世
帯
／
令
和
７
年
１
月
１

日
以
降
に
婚
姻
し
、
次
の
全
て

を
満
た
す
夫
婦

①
婚
姻
日
の
年
齢
が
い
ず
れ
も
満

39
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

②
令
和
６
年
中
の
合
計
所
得
が

５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

※
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済
し
て
い
る
場

合
、
所
得
証
明
書
を
も
と
に
算
出
し

た
所
得
か
ら
、
貸
与
型
奨
学
金
の
年

間
返
還
額
を
控
除
し
ま
す
。

③
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
市
に
住
民

登
録
し
、
そ
の
住
所
が
申
請
す

る
住
宅
の
所
在
地
で
あ
る
こ
と

④
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら

２
年
以
上
、
市
内
に
生
活
の
拠

点
を
置
く
意
思
が
あ
る
こ
と

⑤
過
去
に
こ
の
制
度
の
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

⑥
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑦
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◆
対
象
経
費

対
象
経
費
／
令
和
７
年
４
月
１

日
か
ら
８
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
の
う
ち
、
申
請
日
時
点
ま

で
に
支
払
い
済
み
の
次
の
費
用

○
住
宅
取
得
費
用
…
住
宅（
新
築
、

中
古
）の
取
得
費
用

○
住
宅
賃
借
費
用
…
家
賃
、敷
金
、

礼
金
、共
益
費
、仲
介
手
数
料

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
…
修
繕
、

増
築
、改
築
、設
備
更
新
な
ど
の

工
事
費
用

○
引
っ
越
し
費
用
…
引
越
業
者
や

運
送
業
者
に
支
払
っ
た
費
用

◆
補
助
金
額

補
助
金
額
／

○
夫
婦
と
も
に
満
29
歳
以
下
の
新

婚
世
帯
…
上
限
60
万
円

○
夫
婦
の
一
方
、
ま
た
は
両
者
が

30
歳
以
上
39
歳
以
下
の
新
婚
世

帯
…
上
限
30
万
円

◆
申
請
方
法

申
請
方
法
／
子
育
て
支
援
課
、

ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
用
意
し
て
い
る
申
請
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
子
育
て
支

援
課
に
直
接
提
出

◆
申
請
期
間

申
請
期
間
／
６
月
２
日（
月
）

か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で

詳細はこちら

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推

進
に
関
す
る
活
動
を
行
う
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
ま

す
。家
族
や
親
族
、友
人
な
ど
で
興

味
の
あ
る
方
に
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

応
募
条
件
や
内
容
な
ど
、
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
の
２
次
元

コ
ー
ド
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限
／
７
月
31
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

移
住
定
住
促
進
課

 
内
線
２
２
６

地域おこし協力隊募集中

10月から活動開始SDGs

あなたの経験や得意分野を生かしてまちを元気に、そして
大仙市を世界に発信してみませんか。
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住
宅
用
の
省
エ
ネ
設
備
や
電

気
自
動
車
な
ど
の
設
置
・

購
入
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
方
で
、
市

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど

◆
対
象
設
備
／
令
和
７
年
４
月
１

日
以
降
に
設
置
・
購
入
し
た
新

品
・
新
車
で
、左
表
の
補
助
要
件

を
満
た
す
も
の（
①
・
②
・
⑤
は
10

年
以
上
の
リ
ー
ス（
解
約
不
可
型
）に

よ
る
設
置
も
対
象
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
／

 

共
通
…
納
税
証
明
書
（
完
納
を
証

明
す
る
も
の
）、振
込
先
の
通
帳
ま

た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
領

収
書
や
ロ
ー
ン
契
約
書
な
ど
の

写
し
、印
鑑

 

①
・
②
・
④
・
⑤
…
契
約
書
、注
文

書
な
ど
の
写
し（
経
費
詳
細
）、
カ

タ
ロ
グ
・
説
明
書
や
仕
様
書
な

ど
の
写
し
、
リ
ー
ス
契
約
書
の

写
し（
リ
ー
ス
の
場
合
）

 

③
…
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項

の
写
し

◆
申
請
期
限
／

 

令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

対象設備 補助金額 補助要件

①蓄電池
　（定量式リチウムイ
　オン電池）

１設備10万円 公称蓄電容量が１kWh以上
※可搬式でないもの

②V2H充放電器 １設備10万円 国の補助対象機種として
登録されているもの

③EV車・PHEV車
　（令和７年４月１日
　以降登録）

１台10万円
（１世帯２台まで）

○自動車検査証記録事項で
「乗用」「自家用」かつ「使
用本拠の位置が大仙市
内」であることを確認で
きるもの

○国の補助対象車種で外部
給電器での給電機能があ
るもの

④EV充電器 １設備３万円 国の補助対象機種として
登録されているもの

【セット補助】
⑤太陽光発電設備

公称最大出力
１kWあたり５万円
（上限25万円）

○①または②と併せて設置
するもの

○公称最大出力が１kW以上

SDGs

家庭での地球温暖化対策を支援

再エネ設備や電気自動車などに補助金 【問い合わせ・申請】
 生活環境課 ☎ 0187-63-1111 内線 187・188
 各支所市民サービス課

事業者を対象とした太陽光発電設備の導入補助制度もあります。詳細
は、市ホームページ（コンテンツ番号895）をご確認ください。

児童手当現況届のお知らせ

該当する方は、忘れずに届け出をお願いします 【問い合わせ】
 子育て支援課
 ☎ 0187-63-1111 内線 150

 

「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
な
方

に
は
６
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す

◆
提
出
が
必
要
な
方

提
出
が
必
要
な
方
／

①
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
で
住

民
票
の
住
所
地
が
大
仙
市
と
異

な
る
方

②
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民

票
が
大
仙
市
に
な
い
方

③
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

中
の
方

④
法
人
の
未
成
年
後
見
人
、
施
設

等
の
受
給
者
の
方

⑤
す
で
に
多
子
加
算
対
象
と
な
っ

て
い
る
18
〜
22
歳
の
子
が
い
る

方
（
学
生
以
外
の
場
合
は
、
年
に
一

度
、確
認
が
必
要
）

⑥
そ
の
他
、
大
仙
市
か
ら
提
出
の

案
内
が
あ
っ
た
方

◆
提
出
方
法・提
出
先

提
出
方
法・提
出
先
／

○
電
子
申
請
…
下
の
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、書
類
を
添
付

○
郵
送
…
子
育
て
支
援
課

○
窓
口
持
参
…
子
育
て
支
援
課
、

ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課

◆
必
要
書
類

必
要
書
類
／

○
児
童
手
当
現
況
届

○
受
給
資
格
認
定
調
査
票
お
よ
び

同
意
書

○
監
護
相
当
・
生
計
費
の
負
担
に

つ
い
て
の
確
認
書

○
各
種
申
立
書

※
通
知
と
一
緒
に
必
要
書
類
を
郵
送
し

ま
す
。

◆
提
出
期
限

提
出
期
限
／
６
月
30
日（
月
）

※
必
着

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

届
け
出
が
必
要
で
す

①
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
支
給
対
象

と
な
る
児
童
が
い
な
く
な
っ
た

と
き

②
多
子
加
算
算
定
対
象
と
な
る
子

の
経
済
的
負
担
を
し
て
い
る
と

き
、
ま
た
は
多
子
加
算
算
定
対

象
の
子
が
自
立
し
経
済
的
負
担

が
な
く
な
っ
た
と
き

③
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
氏

名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
他

の
市
町
村
や
海
外
へ
の
転
出
を
含
む
）

④
一
緒
に
児
童
を
養
育
す
る
配
偶

者
が
で
き
た
と
き
、
ま
た
は
児

童
を
養
育
し
て
い
た
配
偶
者
が

い
な
く
な
っ
た
と
き

⑤
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変

わ
っ
た
と
き（
受
給
者
が
公
務
員
に

な
っ
た
と
き
を
含
む
）

⑥
離
婚
協
議
中
の
受
給
者
が
離
婚

を
し
た
と
き

⑦
国
内
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る

者
と
し
て
、
海
外
に
住
ん
で
い

る
父
母
か
ら「
父
母
指
定
者
」の

指
定
を
受
け
る
と
き

SDGs
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移住世帯向けに補助内容を拡充

令和７年度住宅リフォーム支援事業（追加）
【問い合わせ・申請】
 建築住宅課 ☎ 0187-66-4909
 各支所農林建設課

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

移
住
世
帯
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。詳
細
は
、建
築
住

宅
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
農

林
建
設
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
通
常
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
だ
い
せ
ん
日
和
４
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
大
仙
市
に
移
住
を
予
定

し
て
い
て
、
申
請
者
お
よ
び
同

居
す
る
家
族
全
員
が
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

◆
対
象
住
宅
／
申
請
者
が
居
住
し

て
い
る
、
ま
た
は
居
住
を
予
定

し
て
い
る
市
内
の
既
存
住
宅

※
住
宅
の
用
途
以
外
の
部
分
（
車
庫
な

ど
）は
対
象
外

◆
対
象
世
帯
／
次
の
①
、
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
県
外
Ｕ
タ
ー
ン
世
帯
…

 

県
外
か
ら
移
住
し
５
年
以
上
定

住
し
よ
う
と
す
る
世
帯
で
、
３

親
等
以
内
の
親
族
が
所
有
し
て

い
る
住
宅
に
居
住
、
ま
た
は
そ

の
住
宅
を
取
得
す
る
世
帯

②
空
き
家
活
用
移
住
世
帯
…

 

大
仙
市
外
か
ら
移
住
す
る
た
め

に
空
き
家（
１
年
以
上
）を
取
得
、

ま
た
は
購
入
し
、
10
年
以
上
定

住
し
よ
う
と
す
る
世
帯

◆
対
象
要
件
／
次
の
①
、
②
を
満

た
し
、
か
つ
対
象
工
事
に
該
当

す
る
も
の

①
申
請
時
、県
外
・
市
外
に
住
所
が

あ
り
、
大
仙
市
内
に
住
所
を
異

動
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
請
時
、
工
事
に
着
手
し
て
い

な
い
こ
と

◆
対
象
工
事
／
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
対
象
工
事
費
が
20
万

円
以
上（
税
抜
き
）の
も
の

○
断
熱
化
工
事

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

○
克
雪
対
策
工
事

○
耐
震
化
工
事

◆
補
助
金
の
額
／
千
円
未
満
切
り

捨
て

○
県
外
Ｕ
タ
ー
ン
世
帯
…

 

対
象
工
事
費
の
30
％
で
、
上
限

額
50
万
円

※
と
も
に
45
歳
未
満
の
夫
婦
世
帯
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
１
人
以
上
含
む

子
育
て
世
帯
の
場
合
は
、
上
限
額
を

80
万
円
ま
で
増
額

○
空
き
家
活
用
移
住
世
帯
…

 

対
象
工
事
費
の
50
％
で
、
上
限

額
１
０
０
万
円

◆
対
象
外
工
事
の
例
／

 

新
築
住
宅
の
改
修
、
塗
装
工
事

全
般
、住
宅
設
備
機
器
の
設
置
・

交
換
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に
伴

う
場
合
は
除
く
）、
風
除
室
設
置
工

事
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設

置
、敷
地
内
の
消
融
雪
工
事
な
ど

SDGs

大仙市へ移住した方、移住を検討している方に補助金交付

市の移住支援制度
【問い合わせ】
 移住定住促進課
 ☎ 0187-63-1111 内線 226

SDGs

市
で
は
、
移
住
を
希
望
す
る

方
が
安
心
し
て
移
り
住
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
移
住
支
援
制
度
を
用
意
し
て
い

ま
す
。対
象
要
件
や
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に

な
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
移
住
世
帯
向
け
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
支
援
は
、
下
の「
令
和
７
年

度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業（
追

加
）」の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
取
得
支
援
事
業
補
助
金

 

対
象
／
市
外
か
ら
移
住
す
る
方

対
象
経
費
／
住
宅
取
得
経
費

※
契
約
前
の
補
助
金
申
請
が
必
要

 

補
助
額
／

 

県
外
か
ら
の
移
住
…

最
大
２
０
０
万
円

 

県
内
市
外
か
ら
の
移
住
（
40
歳
未

満
）
…
最
大
１
４
０
万
円

○
若
者
・
子
育
て
世
帯
家
賃
支
援

事
業
補
助
金

 

対
象
／
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢

が
40
歳
未
満
の
世
帯
や
子
育
て

世
帯
、
市
内
企
業
な
ど
へ
の
就

職
や
市
内
で
の
起
業
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
た
め
に
移
住
す
る
40
歳

未
満
の
単
身
の
方
（
県
外
か
ら
の

移
住
者
は
45
歳
未
満
）

 

補
助
額
／
月
額
最
大
３
万
円
を

最
長
12
カ
月
間

○
だ
い
せ
ん
暮
ら
し
応
援
事
業

 

支
援
金

 

対
象
／
県
外
か
ら
移
住
す
る
方

 

対
象
経
費
／
前
住
所
地
か
ら
家

具
な
ど
の
生
活
用
品
運
搬
の
た

め
運
送
業
者
に
支
払
っ
た
経
費
、

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
用
や

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
等
講
習

費
用
、
除
雪
用
具（
除
雪
機
、
ス
ノ

ー
ダ
ン
プ
、ス
ノ
ー
プ
ッ
シ
ャ
ー
、ス

コ
ッ
プ
）の
購
入
経
費

 

補
助
額
／
対
象
経
費
３
分
の
１

以
内（
最
大
10
万
円
）

○
移
住
支
援
金

 

対
象
／
一
定
の
要
件
を
満
た
す

東
京
圏
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、神
奈
川
県
）か
ら
の
移
住
者

 
補
助
額
／
単
身
60
万
円
、
世
帯

１
０
０
万
円（
18
歳
未
満
の
子
ど
も

一
人
に
つ
き
１
０
０
万
円
加
算
）

○
地
方
就
職
支
援
金

 

対
象
／
東
京
圏
内
に
あ
る
大

学
・
大
学
院（
本
部
が
都
内
に
限
る
）

に
進
学
し
、
卒
業
後
に
秋
田
県

内
の
企
業
に
就
職・勤
務
す
る
方

 

補
助
額
／
採
用
試
験
時
の
往

復
交
通
費
の
２
分
の
１
（
上
限

１
万
６
５
７
０
円
）、
移
転
に
係
る

費
用（
上
限
10
万
８
千
円
）

市の各種移住
支援制度は、
こちら
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住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
や
、
耐
震
診
断
で
危
険

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修

を
行
う
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
間
／
６
月
２
日（
月
）か

ら
11
月
28
日（
金
）ま
で

【
耐
震
診
断
支
援
事
業
】

　

対
象
と
な
る
住
宅
／

○
市
内
に
あ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

○ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
戸
建
て
住
宅
で

あ
る
こ
と（
丸
太
組
工
法
は
除
く
）

○ 

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
店
舗
部
分
の
床
面
積
が

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
で

あ
る
こ
と

○ 

過
去
に
市
の
耐
震
診
断
、
ま
た

は
耐
震
改
修
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　

個
人
の
負
担
額
／
１
万
円

※ 

一
般
的
な
耐
震
診
断
費
用
は
１
戸
当

た
り
13
万
円
程
度
で
す
が
、個
人
負
担

の
残
り
は
市
な
ど
で
負
担
し
ま
す
。

　

 

そ
の
他
／
市
が
委
託
す
る
専
門

機
関
か
ら
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
ま
す
。

　

募
集
数
／
３
戸（
先
着
順
）

※ 

募
集
戸
数
に
達
し
た
場
合
、期
間
内
で

も
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
耐
震
改
修
補
助
事
業
】

　

対
象
と
な
る
住
宅
／

○ 

耐
震
診
断
支
援
事
業
の
対
象
住

宅
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

○ 

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
１・
０
未
満
と
判
定
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

○ 

申
請
時
に
耐
震
改
修
に
関
す
る

契
約
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

補
助
金
／
上
限
50
万
円

　

募
集
数
／
若
干
数

住環境の安全を守るため

木造住宅の耐震診断や耐震改修に補助金交付

SDGs 【問い合わせ・申し込み】
 建築住宅課（大曲南庁舎２階）
 ☎ 0187-66-4909

耐震診断評価

上部構造評点を 1.0 未満から 1.0 以上にするための耐震改修を行う場合に補
助金の交付を受けることができます。ただし、条件などがありますので申し
込み前に相談してください。

上部構造評点 判定 内容
1.5 以上 倒壊しない ◎安全ですが点検を行いましょう

1.0以上、1.5未満 一応倒壊しない ○より安全にするために点検補修しま
　しょう

0.7以上、1.0未満 倒壊する可能性がある △補強工事を行い、1.0以上にしましょう

0.7未満 倒壊する可能性が高い ×早めに補強工事を行い、1.0以上にしま   
　しょう→

→

行政に関する苦情や意見を相談ください

あなたの地域の行政相談委員

SDGs 【問い合わせ・申請】
 市民相談室（Anbee大曲２階） ☎ 0187- 88-8039
 各支所市民サービス課

地域 行政相談委員 相談日 会場

大曲
判田 基さん

毎月第３月曜日（※） 午前 10 時～正午 大曲交流センター
生田目新永さん

神岡 伊藤利之さん 毎月第３火曜日 午前 10 時～正午 嶽雄館

西仙北 齋藤恭一さん 毎月第３月曜日（※） 午前 10 時～正午 大綱交流館

中仙 草薙栄良さん 毎月第３水曜日 午後１時30分～３時30分 中仙農村環境改善センター

協和 関  雅幸さん
毎月第３月曜日（※）午前９時～正午

淀川分館（４・８・12月）
船岡分館（５・９・１月）
水沢世代交流福祉館
（６・10・２月）
峰吉川分館（７・11・３月）

毎月第３月曜日（※）午後１時～４時 協和市民センター（和ピア）

南外 伊藤章彦さん 毎月第３月曜日（※） 午前 10 時～正午 南外コミュニティセンター

仙北 山崎文幸さん 毎月第３木曜日 午後１時30分～３時30分 さくまろ館

太田 小松龍昇さん
毎月第３月曜日（※） 午前 10 時～正午
６・12月は人権擁護委員との合同相談
（１・２月は開催なし）

太田庁舎

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
全

般
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け

付
け
る
た
め
に
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

令和７年度行政相談委員・日程一覧 ※相談日が休日の場合は、翌日

日程が変わる場合がありますので、「だいせん日和」の行事予定をご確認ください。

DAISEN City Public Relations 2025.613



大仙市では初開催となる、海上
自衛隊東京音楽隊のコンサート
吹奏楽の最高峰といわれる演奏
をぜひお聴きください

【問い合わせ・申し込み】
 健康増進センター西部
 （西仙北庁舎内）  ☎ 0187-75-0476

心の健康づくりや自殺予防に関する知識・技術を習得

メンタルヘルスサポーター養成講座

SDGs

心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
予

防
活
動
に
関
す
る
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
る「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」（
全

５
回
）
を
開
催
し
ま
す
。講
座
修
了

後
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ

ー
と
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
※
）
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
…
悩
ん
で
い
る
人

に
気
付
き
、声
を
掛
け
、話
を
聴
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、見
守
る
人

◆
対
象
対
象
／
市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
で
、
心
の
健
康
づ
く
り

や
自
殺
予
防
活
動
に
関
心
が
あ

り
、
継
続
し
て
講
座
に
出
席
で

き
る
方

※
講
座
の
修
了
認
定
に
は
、
３
講
座
以

上
の
受
講
が
必
要
で
す
。

◆
期
日・会
場

期
日・会
場
／
左
表
の
と
お
り

◆
時
間
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

※
②
は
、午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◆
定
員
定
員
／
42
人

◆
参
加
費

参
加
費
／
無
料

◆
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
方
法
／

 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
西
部
に
電

話
で
申
し
込
み

◆
申
込
期
限

申
込
期
限
／
６
月
27
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り

日時・会場 内容 講師

①7/18（金）
健康福祉会館

○開講式
○あなたも心はればれ
　ゲートキーパー
○メンタルヘルスサポーター
　とは？

健康増進センター
臨床心理士・保健師

②8/19（火）
健康福祉会館 接し方のポイントを知ろう！ 臨床心理士

③9/11（木）
はなび・アム

接し方のポイントを知ろう！ 臨床心理士

メンタルヘルスサポーターの
活動紹介と交流会

メンタルヘルス
サポーター
養成講座修了生

④10/9（木）
健康福祉会館 こころの病気の理解について サンメンタル

クリニック医師

⑤11/10（月）
健康福祉会館

○自分たちにできるこころの
　健康づくり活動を考える
○閉講式

日本赤十字秋田
看護大学准教授

※内容などが変わる場合があります。

メンタルヘルスサポーター養成講座開催日

■主催／大仙市・自衛隊大仙市大曲家族会
■お問い合わせ先／大曲市民会館（8：30 ～17：15／月曜休館）TEL.0187-63-8766

吹奏楽の最高峰が珠玉の名曲をお届けします

入場無料／全席自由席 ※入場整理券が
　必要です

◆日時／６月７日● 8：30 ～
◆場所／大曲市民会館（大曲中央公民館 大研修室）

土

海上自衛隊

コンサート

大曲市民会館 大ホール会 場

開場13：00
開演14：00

日 時 Ｘ（旧 Twitter）
海上自衛隊

14

海上自衛隊東京音楽隊コンサート

６月７日から入場整理券を配布しますSDGs 【問い合わせ】
 大曲市民会館（月曜休館）
  ☎ 0187-63-8766

大
仙
市
誕
生
20
周
年
を
記
念

し
、「
海
上
自
衛
隊
東
京

音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。吹
奏
楽
の
最
高
峰
と
い
わ

れ
る
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
の

演
奏
に
よ
る
、
珠
玉
の
名
曲
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
20
日（
日
）午
後
２

時
開
演（
午
後
１
時
開
場
）

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
大
ホ

ー
ル（
全
席
自
由
）

◆
入
場
料
／
無
料

入
場
に
は
、整
理
券
が
必
要
で
す

 

整
理
券
配
布
日
時
／

 

６
月
７
日（
土
）午
前
８
時
30
分

〜（
１
人
４
枚
ま
で
）

 

配
布
場
所
／
大
曲
中
央
公
民
館

 

大
研
修
室

※
予
定
枚
数（
８
０
０
枚
）に
達
し
次
第

終
了

海上自衛隊公式
 X（旧Twitter）



新たに事業を始める方を応援

若者チャレンジ応援補助金「起業枠」
【問い合わせ】
 だいせんLabo（フォーシーズン１階「GATHER」内）
 ☎ 0187-63-1689

SDGs

詳細は、市ホームページ（下の２次元
コード）をご覧になるか、問い合わせ
ください（メールも可）。
　　young_challenge@city.daisen.lg.jp

補助対象者 補助対象経費 補助額

18 歳以上の市
民、または市内
に事業所などが
ある法人

○店舗・事務所などの賃借料
３カ月分（店舗兼住宅に係る賃
借料や敷金・礼金は除く）

○事務所などの改装や看板な
どの構築物の作成費

○設備や備品の購入費
○広告宣伝費
○法人の設立に係る費用 など
※消費税は除く

○45歳未満の場合…
　上限50万円
　（補助対象経費の２分の１以内）
○ 45歳以上の場合…
　上限30万円
　（補助対象経費の３分の１以内）
※県外から移住して１年以内に起業
する場合は、限度額に100万円を
加算

若者チャレンジ応援補助金「起業枠」 初
め
て
起
業
す
る
方
や
新
た

な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

法
人
に
補
助
金
を
交
付
し
、地
域
経

済
の
活
性
化
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
を
活
用
し
た
い
方
、
起

業
し
た
い
が
何
か
ら
始
め
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
は

「
だ
い
せ
んLabo

」に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
補
助
金
活
用
の
注
意
点
／

○
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
商
工
会

が
実
施
す
る
創
業
に
係
る
経
営

指
導
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
申
請
前
に
起
業
し
て
い

る
場
合
や
既
に
購
入
・
支
出
済

み
の
経
費
は
対
象
外
で
す
。

DAISEN City Public Relations 2025.615

市では、2022 年３月に、市議会と共同で「大仙市ゼロカーボンシティ宣言」を
行い、2050 年までに大仙市から排出される温室効果ガスを実質ゼロにできる
よう取り組んでいます。地球温暖化対策のために家庭でできる身近な取り組み
を紹介します。　　 【問い合わせ】 生活環境課 ☎ 0187-63-1111 内線 187・188

家庭でできる
地球温暖化対策
vol.7 エアコン（冷房）で省エネ

［ 出典：経済産業省北海道経済産業局 ］

○ 10 年前と比較し、エアコンの省エネ性能が高くなって
　います。買い替えも省エネのポイント！
○室外機は風通しの良い場所に設置しましょう。周りに
　物があると風通しが悪くなり冷房効果が下がります。

外気温 31℃のとき、エアコン（2.2kWh）の冷房の設定温
度を 27℃から 28℃にした場合

電気30.24kWhの省エネ
約1,032 円の節約年間で

設定温度を１℃上げて28℃に

電気18.78kWhの省エネ
約636円の節約年間で

運転時間を１時間短縮

運転時間を１日１時間短縮した場合（設定温度 28℃）

電気31.95kWhの省エネ
約1,092 円の節約年間で

フィルターを月１〜２回清掃

清掃していない場合と清掃した場合の比較

▼

家庭で使用電気量の多い家電製品は？
家庭での消費電力ウェイトの比較

1 位 エアコン  2 位 冷蔵庫  3 位 照明器具
　　　　　　　　 4 位 テレビ   5 位 パソコン（約 15%）



問い合わせ
 健康増進センター

☎0187-62-9301
同西部 ☎0187-75-0476
同東部 ☎0187-56-7211

15日は、昼休憩のため担
当者が不在の時間があり
ます。ご了承ください。
会場・時間は、変更になる
場合があります。

期日 時間 会場

11日
（水）

10:00～
11:30

仙北地域振興局
13:00～
14:00

15:00～
16:00

羽後信用金庫
大曲南支店

15日
（日）

10:00～
16:00 イオンモール大曲

24日
（火）

10:00～
11:20

宮腰精機（株）
刈和野工場

13:15～
14:00 市役所西仙北庁舎

15:00～
16:00

ミツワ（株）
ホクトプラ事業部
秋田工場

６月の献血日程６月の献血日程

囲碁を通じて交流しながら、
楽しく囲碁を学びませんか。

市ホームページ
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||   各庁舎の電話番号   ||    大曲（本庁）☎0187-63-1111  神岡 ☎ 0187-72-2111  西仙北 ☎ 0187-75-1111  中仙 ☎ 0187-56-2111 協和 ☎ 018-892-2111  南外 ☎ 0187-74-2111  仙北 ☎ 0187-63-3003  太田 ☎ 0187-88-1111 大曲南 ☎ 0187-66-4905（道路河川課）

令
和
７
年
度

大
仙
市
奨
学
金

返
還
助
成
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方

を
対
象
に
、
奨
学
金
の
返
還
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。希
望
す
る

方
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
対
象

要
件
や
必
要
書
類
な
ど
を
確
認

の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
認
定
を
受
け
た
方
は
、
助

成
期
間
終
了
ま
で
毎
年
、
交
付
申

請
書
な
ど
の
書
類
提
出
が
必
要
で

す
。提
出
時
期
は
認
定
通
知
書（
裏

面
）に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
額
／
１
年
間
の
返
還
実

績
額
の
３
分
の
１

 

（
限
度
額
６
万
４
千
円
／
年
）

◆
助
成
期
間
／
最
長
５
年

◆
申
請
期
限
／
令
和
８
年
３
月

17
日（
火
）必
着

※
必
要
書
類
の
取
得
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。申
請
時
は
余

裕
を
も
っ
て
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
総
務
課 

内
線
３
３
４

　

囲
碁
を
通
じ
て
子
ど
も
同
士

交
流
し
ま
せ
ん
か
。大
仙
市
子

ど
も
囲
碁
普
及
指
導
者
会
の
指

導
の
も
と
、
囲
碁
を
基
礎
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
／
小・中
学
生
、高
校
生

◆
日
時
／
毎
週
金
曜
日
の
午
後

７
時
〜
８
時
30
分

※
月
末
や
小
・
中
学
校
の
長
期
休
業

期
間
中
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
１
回
１
０
０
円

【 

問
い
合
わ
せ
】

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
９

学
び
ぃ
囲
碁
サ
ロ
ン

　

健
幸
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
加
者
を
対
象
に
「
ふ
れ

あ
い
健
幸
教
室
」を
行
い
ま
す
。

参
加
者
全
員
に
「
タ
ニ
タ
コ
ー

ヒ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
レ
ン
ド
」

と
「
タ
ニ
タ
食
堂
監
修
減
塩
み

そ
汁
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
参
加
無
料・申
し
込
み
不
要
）

◆
日
時
／
６
月
25
日（
水
）

○
午
後
１
時
〜・健
康
測
定

○
午
後
１
時
30
分
〜
・
開
会
、健

幸
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
説
明

○
午
後
２
時
〜・健
康
体
操

○
午
後
２
時
30
分
〜
・
タ
ニ
タ

製
品
が
当
た
る
抽
選
会

 

（
健
康
体
操
開
始
前
に
受
け
付
け

し
た
先
着
１
０
０
人
が
対
象
）

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
物
／
タ
ニ
タ
活
動

量
計
、タ
オ
ル
、飲
み
物

【 

問
い
合
わ
せ
】

 

仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
69
）３
３
３
３

ふ
れ
あ
い
健け
ん
幸こ
う
教
室
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大
仙
市
議
会
議
員
が
議
会

活
動
な
ど
を
報
告
す
る
ほ
か
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
伺
う
市
民
参
加
の
場
と

し
て
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
を
行
う

「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
」
の
た

め
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す（
先

着
15
人
）。左
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、初
日
以
外
は
、申
し
込

み
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

議
会
事
務
局 

内
線
３
０
３

大
仙
市
議
会「
市
政
懇
談
会
」を
開
催

期日 時間 会場

6/21（土） 18:30～
はなび・アム
※ワールドカフェ方式（申し込み制）
　定員／15人

6/23（月） 10:00～ 協和庁舎
13:30～ 大綱交流館

6/24（火） 10:00～ 花館公民館
13:30～ 大川西根公民館

6/25（水） 10:00～ 中仙農村環境改善センター
13:30～ 藤木公民館

6/26（木） 10:00～ さくまろ館
13:30～ おおたコミュニティプラザ

6/27（金） 10:00～ 南外コミュニティセンター
13:30～ 神岡農村環境改善センター

大仙市議会「市政懇談会」開催日程

６月21日（土）はなび・アム
ワールドカフェ方式
申し込みフォーム
（市公式LINEに接続します）

▼



||   各庁舎の電話番号   ||    大曲（本庁）☎0187-63-1111  神岡 ☎ 0187-72-2111  西仙北 ☎ 0187-75-1111  中仙 ☎ 0187-56-2111 協和 ☎ 018-892-2111  南外 ☎ 0187-74-2111  仙北 ☎ 0187-63-3003  太田 ☎ 0187-88-1111 大曲南 ☎ 0187-66-4905（道路河川課）

内線番号のみの記載は大曲庁舎（本庁）電話番号

　

市
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を

自
主
的
に
運
営
す
る
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
運
営
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。申

請
内
容
を
審
査
の
上
、
補
助
金

の
交
付
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
申
請
窓
口
に
あ
る
「
申

請
の
手
引
き
」、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
コ
ン
テ
ン
ツ
番
号

４
５
５
８
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
率
／
10
割

◆
補
助
金
上
限
額
／
15
万
円

◆ 

申
請
開
始
／
６
月
２
日（
月
）

※
以
降
、随
時
申
請
で
き
ま
す
。

◆ 

補
助
対
象
期
間
／
令
和
７
年

４
月
１
日（
火
）か
ら
８
年
３

月
31
日（
火
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ・申
請
】

 

高
齢
者
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

内
線
１
９
６

「
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
事
業
補
助
金
」申
請
団
体
募
集

住み慣れた地域で安心して過ごせるように、
認知症の方やその家族、地域の方、専門職な
ど誰もが気軽に参加できる「つどいの場」で
す。認知症について学んだり、情報交換や相
談したりしながら、ゆっくりとした時間を過
ごすことができます。

認知症カフェ
▼

学校再編に関する説明会
　小・中学校の再編計画として市ホーム
ページで公開している「第二次大仙市学
校規模適正化推進計画（素案）」について個
別計画を示している中仙・太田・仙北の各
地域で説明会を開催します。
　どなたでも参加できますので、ぜひお
越しください（申し込み不要）。
◆日時・会場／
○中仙地域…６月24日（火）午後６時～・
中仙農村環境改善センター
○太田地域…６月25日（水）午後６時～・
太田文化プラザ
○仙北地域…６月26日（木）午後６時～・
仙北ふれあい文化センター

【 問い合わせ】 
 教育総務課 内線333

大
曲
図
書
館
に
男
女
共
同
参
画

図
書
コ
ー
ナ
ー
開
設

 

期
間
／
６
月
12
日（
木
）か
ら

７
月
１
日（
火
）ま
で（
休
館
日

を
除
く
）

 

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
７

時（
土・日
は
午
後
５
時
ま
で
）

【 

問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
７
８

家
事
や
育
児
を
分
担

「
あ
き
た
♡
と
も
家
事
」宣
言

　

県
で
は
、
誰
も
が
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で

き
る
社
会
を
目
指
し
、
女
性
だ

け
で
は
な
く
全
て
の
人
が
家
事

に
主
体
的
に
取
り
組
む
「
と
も

家
事
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。家

事
・
育
児
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト（
左

の
２
次
元
コ
ー
ド
）で
、
役
割
分
担

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【 

問
い
合
わ
せ
】

 

県
次
世
代・女
性
活
躍
支
援
課

 

☎
０
１
８（
８
６
０
）１
５
５
５

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
７
８

６
月
は
県
の「
男
女
共
同

参
画
推
進
月
間
」で
す

DAISEN City Public Relations 2025.61717

歴
史
と
芸
術
あ
ふ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

若
さ
と
気
品
に
満
ち
た
バ
レ
エ
団
が
来
日

キ
ー
ウ・ク
ラ
シ
ッ
ク・バ
レ
エ「
夢
の
３
大
バ
レ
エ
」

各プレイガイドでチケット好評発売中
チャイコフスキー「夢の３大バレエ」名場
面を集めた豪華公演をお楽しみください。

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
３
大

バ
レ
エ
の
「
く
る
み
割
り
人
形
」

「
白
鳥
の
湖
」「
眠
れ
る
森
の
美

女
」
か
ら
名
場
面
だ
け
を
ぜ
い

た
く
に
集
め
た
豪
華
公
演
を
行

い
ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
22
日（
水
）

 

午
後
６
時
30
分
開
演
（
午
後
６

時
開
場
）

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
大

ホ
ー
ル（
３
歳
以
下
入
場
不
可
）

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
全
席
指
定

 

４
８
０
０
円

※
４
歳
以
上
18
歳
以
下
の
無
料
招
待

枠
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／

 

大
曲
市
民
会
館
（
大
曲
中
央
公

民
館
事
務
室
）、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
５
３
２　
７
５
６
）、ロ
ー
チ
ケ

（
３
７
３
０
０
）、イ
ー
プ
ラ
ス

【
問
い
合
わ
せ
】

 

大
曲
市
民
会
館（
月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

 

イ
ン
プ
レ
サ
リ
オ

 

東
京
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
３（
６
２
６
４
）４
２
２
１

４歳以上18歳以下
の無料招待枠に関
する情報はこちら



市ホームページ

18

||   各庁舎の電話番号   ||    大曲（本庁）☎0187-63-1111  神岡 ☎ 0187-72-2111  西仙北 ☎ 0187-75-1111  中仙 ☎ 0187-56-2111 協和 ☎ 018-892-2111  南外 ☎ 0187-74-2111  仙北 ☎ 0187-63-3003  太田 ☎ 0187-88-1111 大曲南 ☎ 0187-66-4905（道路河川課）

６月は市県民税（普
通徴収）１期の納付月
です。忘れずに納期
内の完納をお願いし
ます。
納付期限／

６月30日（月）

市公式 LINE
友だち登録

▲

大
仙
市
と
美
郷
町
に
ま
た
が
る「
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
」

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
観
賞
和
賀
岳
登
山

　

薬
師
岳（
標
高
１
２
１
８
メ
ー
ト

ル
）
北
側
の
薬
師
平
に
群
生
す

る「
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」を
観
賞

し
、
和
賀
岳（
標
高
１
４
３
９
メ
ー

ト
ル
）に
登
頂
し
ま
す
。

　

初
夏
の
薫
り
と
尾
根
を
吹
き

抜
け
る
爽
や
か
な
風
を
体
感
し

な
が
ら
、和
賀
岳
・
薬
師
連
山
の

雄
大
な
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
コ
ー
ス
／
甘か

ん

露ろ

水す
い

口ぐ
ち

登
山
口

〜
滝
倉
〜
薬
師
岳
・
薬
師
平

〜
和
賀
岳（
上
級
者
向
け
）

※
折
り
返
し（
登
り
５
時
間
・
下
り
４

時
間
）

◆
日
時
／
６
月
28
日（
土
）

※
予
備
日
／
７
月
５
日（
土
）

◆
時
間
／
午
前
５
時
50
分
集
合

 

（
午
前
６
時
出
発
）

◆ 

集
合
場
所
／

 

真
木
渓
谷
小こ

路じ

又ま
た

駐
車
場

◆
定
員
／
30
人

◆
参
加
費
／
２
千
円
（
ガ
イ
ド

料
、傷
害
保
険
料
含
む
）

◆ 

申
し
込
み
開
始
／
電
話
の
み

 

６
月
10
日（
火
）午
前
９
時

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

太
田
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課 薬師平に広がるニッコウキスゲ群落（奥に薬師岳を望む）

　

市
職
員
が
伺
い
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
資
源
の
分
別
収
集
な
ど
に

つ
い
て
説
明
す
る
出
前
講
座
を

行
い
ま
す
。

　
「
分
別
方
法
が
よ
く
分
か
ら

な
い
」「
子
ど
も
た
ち
に
講
習

会
を
開
き
た
い
」「
市
が
行
っ

て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

知
り
た
い
」な
ど
、
ど
の
よ
う
な

内
容
で
も
結
構
で
す
。プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
自
治
会
や
地
域
団

体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
、概
ね
５

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

◆
内
容
／
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
の
分
別
方
法
な
ど（
１
時
間

以
内
）

◆
申
込
期
限
・
方
法
／
希
望
日

の
２
週
間
前
ま
で
に
、
団
体

名
、希
望
日
時（
休
日
も
可
）、会

場
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【 

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

生
活
環
境
課 

内
線
１
８
９

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
に

つ
い
て
の
出
前
講
座

関
連
事
業
の
相
談・依
頼
が
で
き
る
事
業
者
と
し
て
紹
介

空
き
家
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

　

空
き
家
の
発
生
抑
制
や
有
効

な
利
活
用
、適
正
な
管
理
、解
体

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
幅
広
く

提
供
す
る
「
空
き
家
総
合
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
に
掲
載
す
る
ス
ポ

ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
場

合
は
、
関
連
す
る
事
業
の
相
談

や
依
頼
が
で
き
る
事
業
者
と

し
て
紹
介
し
ま
す
。応
募
要
件

な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
左
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
）で

募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
掲
載
対
象
事
業
／

①
空
き
家
の
「
賃
貸
」「
売
却
」

に
関
す
る
事
業
者
（
土
地
や
建

物
の
売
買
な
ど
を
行
う
事
業
者
、

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
な
ど
）

②
空
き
家
の「
管
理
」に
関
す
る

事
業
者（
市
の
空
き
家
管
理
サ
ー

ビ
ス
登
録
事
業
者
）

※
新
規
登
録
可

③
空
き
家
の「
解
体
」に
関
す
る

事
業
者
（
解
体
工
事
を
行
う
事

業
者
）

◆
ス
ポ
ン
サ
ー
料
／

 
対
象
１
事
業
当
た
り
５
千
円

◆
掲
載
期
間
／
７
月
か
ら
令
和

８
年
６
月
ま
で

◆
掲
載
内
容
／
事
業
者
名
、
所

在
地
、電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号

※
ス
ポ
ン
サ
ー
の
応
募
数
に
よ
っ
て

掲
載
枠
の
サ
イ
ズ
が
決
ま
り
ま
す
。

◆
応
募
方
法
／
事
前
相
談
の

上
、窓
口
ま
た
は
郵
送

◆
申
請
期
限
／
６
月
13
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、必
着

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
防
災
課 

内
線
３
８
６募集要項など

詳細はこちら
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花
火
模
様
の
草
木
染
め
体
験

　

春
の
草
木
を
使
っ
て
、
世
界

に
一
つ
だ
け
の
花
火
模
様
の
絞

り
染
め
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

 

日
時
／
６
月
28
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午

 

会
場
／
２
階
大
研
修
室

 

定
員
／
15
人（
参
加
無
料
）

 

申
し
込
み
／
６
月
４
日
（
水
）

開
始

お
花
で
ア
ー
ト
！

〜
夏
の
緑
を
生
け
て
、

さ
わ
や
か
な
ひ
と
と
き
を
〜

　

簡
単
に
で
き
る
生
け
花
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

 
日
時
／
７
月
５
日
（
土
）・
６

日（
日
）午
前
11
時
〜
、
午
後

２
時
〜
（
計
４
回
）

 

会
場
／
２
階
ホ
ー
ル

 

定
員
／
各
回
５
人
（
１
人
15
分

程
度
）

 

参
加
費
／
千
円（
材
料
代
）

 

申
し
込
み
／
６
月
４
日
（
水
）

開
始

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

は
な
び・ア
ム

 

☎
０
１
８
７（
73
）７
９
３
１

は
な
び・ア
ム

６
月・７
月
の

「
花
火
の
日
」イ
ベ
ン
ト

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
、
次
の
支

給
順
位
で
遺
族
の
一
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。支

給
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
６
月
上
旬
に

お
知
ら
せ
を
通
知
し
ま
す
。

◆
支
給
順
位
／

①
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の（
１
）父
母
（
２
）

孫（
３
）祖
父
母（
４
）兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
各
種
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
に
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が
あ
っ

た
方
に
限
り
ま
す
。

◆
支
給
額
／
年
額
５
万
５
千
円

 

（
５
年
間
）

◆
請
求
期
限
／

 

令
和
10
年
３
月
31
日

【 
問
い
合
わ
せ
】

 
社
会
福
祉
課 

内
線
１
７
３

 
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

全
国
水
道
週
間

作
品
募
集

【
作
文
】水
道
に
関
す
る
も
の

○
小
学
１
年
〜
３
年・

　
　
　
　
　
　

８
０
０
字
以
上

○
小
学
４
年
〜
６
年・

　
　
　
　
　

１
２
０
０
字
以
上

○
中
学
生・１
６
０
０
字
以
上

【
図
画
】水
道
に
関
す
る
も
の

 

（
Ａ
２
〜
Ｂ
４
程
度
）

※
標
語
は
入
れ
な
い

 

対
象
／
小・中
学
生

【
習
字
】

○
小
学
１
〜
３
年・「
み
ず
」

○
小
学
４
〜
６
年・「
水
道
週
間
」

【
標
語
】水
道
に
関
す
る
も
の

※
対
象
制
限
な
し
。は
が
き
１
枚
に

１
標
語

◆
応
募
期
限
／
９
月
10
日（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
／
〒
１
０
２
―
０
０
７
４ 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
４

―
８
―
９
水
道
会
館
内

 

日
本
水
道
新
聞
社

　
「
水
道
週
間
懸
賞
募
集
係
」

※
９
月
１
日（
月
）ま
で
に
作
品
を
上

下
水
道
局
経
営
管
理
課
へ
提
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
が
取
り
ま

と
め
し
、同
社
宛
に
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・応
募
】

　

上
下
水
道
局
経
営
管
理
課

　

内
線
３
８
０

８月９日（土）※7:40 大曲庁舎集合
8:00 大曲庁舎バス出発（途中、雫石とやまびこ館で休憩）
12:20 浄土ヶ浜昼食（浄土ヶ浜レストハウス）・散策
15:30 真崎海岸（地引網体験）
17:00 ホテルチェックイン（グリーンピア三陸みやこ）
８月 10日（日）※18:10 大曲庁舎着予定
9:00 ホテル出発
9:00 道の駅たろう（学ぶ防災、震災伝承館）
10:50 水産科学館見学、ワカメの芯抜き体験 ほか
12:10 道の駅みやこ昼食
13:40 魚菜市場買い物
14:10 バス出発（途中、雫石とやまびこ館で休憩）

三陸復興国立公園にある
岩手県宮古市の浄土ヶ浜

応募は
こちらから

「
宮
古
の
海
」に
子
育
て
世
帯
を
無
料
招
待

　

市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
を

締
結
し
て
い
る
岩
手
県
宮
古
市

が
、
大
仙
市
内
の
子
育
て
世
帯

を
本
州
最
東
端「
宮
古
の
海
」へ

無
料
招
待
し
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

を
含
む
家
族

◆
期
日
／
８
月
９
日
（
土
）・
10

日（
日
）の
１
泊
２
日

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
行
程
内
容
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
員
／
80
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◆
応
募
方
法
／
下
の
２
次
元
コ

ー
ド
、
ま
た
は
観
光
交
流
課

に
用
意
し
て
い
る
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

◆ 

応
募
期
限
／
６
月
30
日（
月
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ・応
募
】

 

〒
０
１
４　

８
６
０
１

 

観
光
交
流
課 

内
線
２
５
１

 
℻
０
１
８
７（
63
）１
１
１
９

 
　

 kouryu@
city.daisen.lg.jp

「宮古の海」行程
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市長交際費 （４月１日～30日）

摘 要 件 数 金   額
慶 祝 18 119,010円
協 賛 ０ 0 円
弔 慰 ５ 50,000円
合 計 23 169,010 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　　方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

６６月月のの市長日程市長日程
　※日程は変更になる場合があります。図書館情報 毎月第１木曜日は「読書の日」です

各図書館問い合わせ
  大曲図書館　  ☎ 0187-62-1012 協和図書館　  ☎ 018-892-3830
  神岡図書館　  ☎ 0187-72-2501 南外図書館　  ☎ 0187-74-2130
  西仙北図書館  ☎ 0187-75-0099 仙北図書館　  ☎ 0187-69-3334
  中仙図書館（中仙市民会館内）　 
                          ☎ 0187-56-7200

太田図書館  （太田生活改善センター内）
　  　　　　　☎0187-86-9460

■各図書館休館日（状況により休館日を変更する場合があります）
　大曲図書館｜毎週水曜日（祝日の場合は翌平日）
　大曲以外の７図書館｜毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

【６月】▼大曲＝４日（水）・11日（水）・18日（水）・25日（水）
▼大曲以外の７図書館＝２日（月）・９日（月）・16日（月）・23日（月）・30日（月）

小説・一般向け図書
〇
湯
気
を
食
べ
る
／
く
ど
う
れ
い
ん

〇
お
い
し
そ
う
な
文
学
。／（
群
像
編
集
部
）

〇
ア
イ
ラ
ッ
プ
で
簡
単
レ
シ
ピ 

お
役
立
ち
防
災
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
島
本
美
由
紀

〇
手
塚
治
虫
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
手
塚
治
虫

〇
札
幌
誕
生
／
門
井
慶
喜

〇
陽
だ
ま
り
の
昭
和
／
川
本
三
郎

○
44
の
茶
箱
あ
そ
び
／
多
田
け
い
子

〇
ミ
ア
キ
ス
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
／
加
藤
シ
ゲ
ア
キ

○
花
の
た
ま
し
い
／
朱
川
湊
人

○
絵
馬
と
脅
迫
状
／
久
坂
部
羊

○
天
狼
／
今
野
敏

○
織
部
の
妻
／
諸
田
玲
子

幼児・児童向け図書
○
東
北
偉
人
物
語
／
み
ち
の
く
童
話
会

○
つ
く
し
ち
ゃ
ん
と
な
が
れ
ぼ
し
／
い
と
う
み
く

○
こ
ね
こ
の
ト
ト
は
お
る
す
ば
ん
／
く
ら
は
し
れ
い

○
ハ
ン
バ
ー
グ
だ
い
す
き
／
苅
田
澄
子

○
ひ
つ
じ
シ
ス
テ
ム
／
大
串
ゆ
う
じ

ここで紹介する以外にもたくさんの本をそろえています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せできます。６月

新着図書

６月定例記者会見
第95回全国市長会議（東京都）
宮古市新市20周年記念式典（岩手県宮
古市）

市議会定例会（本会議第２日）
市議会定例会（本会議第３日）
国土交通省重要水防箇所合同巡視
花火創造企業創立10周年記念祝賀会
首都圏ふるさと会懇話会（東京都）
第31回世界少年野球大会秋田大会記
者発表会（東京都）
雄物川流域林業活性化センター理事
会及び通常総会
市議会定例会（本会議第４日）
中央地区消防操法訓練大会
東部地区地域協議会合同研修会
秋田県市町村総合事務組合議会臨時会
第１回秋田県・市町村協働政策会議
道路６同盟会合同要望会（東京都～26日）
東京嶽友会（東京都）
大阪・関西万博「大曲の花火」打ち上げ
（大阪市）
大曲仙北広域市町村圏組合正副管理
者会議
秋田新幹線新仙岩トンネル整備促進
期成同盟会総会・促進大会

２日（月）
４日（水）
６日（金）

９日（月）
10日（火）
11日（水）
14日（土）
15日（日）
16日（月）

17日（火）

19日（木）
22日（日）
23日（月）
24日（火）

25日（水）
28日（土）

30日（月）

３位  観葉植物を枯らさないための本
／（グラフィック社）
　ヴェロニカ・ピアレス（著）

４位  農家が教える田畑の排水術
／農山漁村文化協会

５位  対馬の海に沈む
／（集英社） 窪田新之助（著）

貸し出しランキング

BEST５産産
　業　業 編編

大仙市内図書館 １位  
農山漁村文化協会

人が土を耕さなくても、生き
た草や有機物で地面を覆え
ば、作物が元気に育つ極上の
土が出来上がる。新しい不耕
起栽培の可能性に迫る。

農家が教える耕さな
い農業 

スマホなし、冷蔵庫なし、
クルマなし。ひとりの研究
者とその家族が挑む、ほん
とうの持続可能性を実現
するための、山里での１年
半にわたる営みを紹介

山里の生活実験
（かもがわ出版）
丸山啓史（著）

２位

神奈川県座間市で行われた、座間市・須賀川市・大仙市
の三市交流会で、座間市大凧まつり実行委員長の近藤
昭夫さんと大だこ「葵

あお
陽
ひ
」（レプリカ）を持ち記念撮影を

する老松市長（５月３日）

■各図書館イベント【６月】／
【おはなし会】
　神　岡　６月８日（日）午前10時～10時30分
 中　仙　６月13日（金）午前10時30分～11時
　大　曲　６月14日（土）午前10時30分～11時
　仙　北　６月14日（土）午前10時30分～11時
　西仙北　６月28日（土）午前10時30分～11時

【大人向けのおはなし会】
　神　岡　６月８日（日）午前11時～

各図書館イベントは
市ホームページ「イベ
ントカレンダー」にも
掲載しています。

詳細は、こちら
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問い合わせは各健康増進センターへ

☎0187-62-1015
☎0187-75-0476
☎0187-56-7211

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

健康増進センター（健康福祉会館／大曲）

　減塩や野菜の摂取、主食・主菜・副菜を組み合わせた
食事をとるように心掛け、栄養バランスや食品ロス削
減など、正しい知識を身に付けましょう。
○食育街頭キャンペーンを実施します
　市では、毎年６月に大仙市食生活改善推進協議会と
合同で食育街頭キャンペーンを実施しています。
◆日時／６月11日（水）午前10時～11時（予定）
◆会場／タカヤナギイーストモール入口

６月は食育月間です！！
食育で健康な身体と心を育みましょう

いきいき広場♥♥♥♥

♥♥♥♥ 地域の皆さんが、安心して住み慣れた地域で暮らすために

お問い合わせは高齢者包括支援センターへ

西部（西仙北庁舎内）　　  ☎ 0187-87-3970
東部（中仙庁舎内）                   ☎ 0187-56-7125

南部（社会福祉協議会本所）  ☎ 0187-88-8030
協和（社会福祉協議会協和支所）  ☎ 018-892-3838

高齢者包括支援センター   ☎ 0187-63-1111（内線 196）

　
申
し
込
み
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

出
張
型
健
康
め
ぇ
る
が（
見
え
る
化
）測
定
・
相
談
会

　
「
自
分
の
体
力
を
確
認
す
る
機
会
が
ほ
し
い
」
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
健
康
を
見
え
る
化
し
ま
す
。昨
年
は
10

団
体
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
対
象
／
測
定
会
を
希
望
す
る
市
内
の
団
体
、
町
内

会
、老
人
ク
ラ
ブ
、婦
人
会
な
ど（
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方
が
10
人
程
度
）

※
市
内
の
サ
ー
ク
ル
で
体
力
測
定
を
し
て
い
な
い
団
体

◆
日
時
／
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
内
に
１
回
２

時
間
半
程
度（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

◆
会
場
／
市
内
の
公
民
館
な
ど（
対
象
団
体
が
活
動
し
て

い
る
場
所
）

◆
内
容
／
体
力
測
定（
握
力
や
開
眼
片
足
立
ち
な
ど
）、
口

腔
機
能
測
定
、塩
分
・
そ
の
他
の
測
定
、軽
体
操
、個

別
相
談

◆
開
催
費
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

高
齢
者
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１（
内
線
１
９
６
）

　

※
開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で

　
　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
開
催
日
は
都
合
に
よ
り

　
　

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳しくは
こちら

○６月12日（木）から20日（金）まで…太田文化プラザ
※受付時間や注意事項などの詳細は、健診（検診）登録者に送付
済みの日程表・健診ガイドを確認してください。

　日程表・健診ガイドは市ホームページ（右の
２次元コード）にも掲載しています。

◆内容／特定健診、後期高齢者健診、一般健診、肺がん
等検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイル
ス検診、30・35歳の血液健診
◆期間・会場／土・日を除く
○６月２日（月）から６月11日（水）まで…中仙農村環
境改善センター

年に１回の健康チェック
各種健診（検診）について

○食育に生かせる資料を活用してみませんか
　食生活改善推進員が作った「野菜の簡単レシピ」や、
食べた朝ごはんで塗り絵ができる「あさごはんカード」
を各健康増進センターの窓口で配布しています。

野菜の簡単レシピあさごはんカード
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お手紙をお手紙をお待ちしています！お待ちしています！

「皆さんからのお手紙」は、市民の皆さ「皆さんからのお手紙」は、市民の皆さ
んのコーナーです。市政への質問やんのコーナーです。市政への質問や
意見のほか「だいせん日和」に関する意見のほか「だいせん日和」に関する
感想や要望などを聞かせてください。感想や要望などを聞かせてください。

宛先はこちら　

〒 014-8601 
だいせん日和「お便り広場」係

住所・氏名・年齢を明記し、手紙・はがき、
FAX（0187-63-1119）、メ ー ル（kouhou2@
city.daisen.lg.jp）で送ってください。
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情
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。
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彩
り
と
癒
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。夜
は
花

火
、
昼
は
お
花
い
っ
ぱ
い
の
カ
ラ
フ
ル
な
大
仙
市
で

あ
る
よ
う
に
、
私
は
庭
に
花
を
植
え
て
自
宅
を
カ
ラ

フ
ル
に
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。中

仙　

50
代
女
性

南
楢
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
５
月
１
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
７
日
に
サ

ー
ク
ル
で
体
操
を
し
て
き
ま
し
た
。大
変
あ
り
が
た

く
、
手
足
に
い
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力
が
入
り
ま
し
た
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も
元
気
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週
１
回
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こ
に
来
て
、
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

南
外　

70
代
女
性

5 月号に
お便りをいただきました！
ありがとうございます！

米の豊作を願って、約 800 発の花火
を打ち上げます（19:50 頃〜）。
サンシャイン池崎お笑いライブ（18:30 〜）を
行うほか、キッチンカーも出店します。

【問い合わせ】
 楢岡さなぶり酒花火
 実行委員会（秋田清酒（株））
 ☎ 0187-63-1224

詳細はこちら
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第 18 回
楢岡さなぶり酒花火

FIRE WORKS

６月７日（土）開催
15:30 〜  南外体育館駐車場

だいせん日和
５月号



介護保険事務所ホームページ
「OS介護ネット」

https://www.oskaigonet.or.jp

施設・ショートステイ利用時の
食費・居住費の負担軽減

介護保険事務所
からのお知らせ

【問い合わせ】
 介護保険事務所保険給付班
 ☎0187-86-3911

　介護老人福祉施設や介護老人保健施設、ショート
ステイを利用する場合、サービスの利用者負担（１～
３割）の他に、施設などでの食費と居住費（滞在費）が原
則として全額自己負担となります。
　低所得の方の施設利用が困難とならないよう、一
定の要件を満たす方を対象に、所得に応じた限度額
を設け、食費と居住費（滞在費）の負担を軽減する制度
があります。軽減を受けるには申請が必要で、かつ次
の要件を全て満たす必要があります。詳細は、介護保
険事務所に問い合わせください。

◆対象要件／次の全てを満たす方
○世帯全員が住民税非課税
○別世帯の配偶者も住民税非課税
○預貯金などが一定の金額以下
※判定基準となる預貯金などの金額は、各段階によって設定
されています。
◆申請方法／申請書に通帳の写しなどを添付し、介護
保険事務所または高齢者包括支援センターに申請

◆有効期間／申請日の属する月の初日から７月31日
（木）まで
※すでに認定証を交付されている場合でも、引き続き軽減を
受けるためには更新申請が必要です。

※８月から要件の一部が変更となります。

みんなで
支える

介護保険

大台スキー場ゲレンデラン
参加者募集中！
大台スキー場ロッジ付近のスタート地点から
頂上の展望駐車場のゴールへ、約１km を駆
け上ります。
◆部門・参加費／当日申し込みは＋500円
○子どもの部・1,000円 ○大人の部・1,500円
○親子の部・2,000円
◆申し込み方法／右の２次元コード
 から申し込み
◆申込期限／６月25日（水）

【問い合わせ】
 スポーツコミッション秋田
 ☎ 018-874-9591
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大仙アウトドアフェス
& 大台スキー場ゲレンデラン
Enjoy! OUTDOOR

７月 6 日（日）開催
10:00 〜 15:00  大台スキー場

申し込みは
こちら

スキー場の頂上へ駆け上れ！
エントリー期限
06. 25（水）

【エントリー部門】 定員：150名

子供の部 ¥1,000   大人の部 ¥1,500
親子の部 ¥2,000   当日受付 ＋¥500

主催／大仙市
主管／スポーツコミッション秋田お問い合わせ TEL 018-874-9591  MAIL info@spocom.tv

スポーツコミッション秋田

エントリー方法：専用フォームよりお申し込みください。
右記QRコードまたはスポーツコミッション秋田ホームページ内の
「イベント」ページよりお進みいただけます。

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

エ
ン
ト
リ
ー
可
能
！

イベント当日は誰でも参加できるアクティビティ体験が盛りだくさん！

大台ゲレンデラン
【ルール】 
大台スキー場ロッジ付近のスタート地
点から頂上の展望駐車場のゴール
へ、約1kmの距離を駆け上る！

大台スキー場〈秋田県大仙市〉07.06SUN
会  場

10:00

2025 15:00 入場
無料

E n j o y ! OU T DOOR

気 球 体 験 モルック

スラックライン／クライミング体験アウトドア体 験

R u n n i n g  t h e  s l o p e s



【まちの出来事や話題を紹介します】【まちの出来事や話題を紹介します】

新新たな愛称で開催、小雨の中を駆け抜けるたな愛称で開催、小雨の中を駆け抜ける
第２回だいせん田園ハーフマラソン第２回だいせん田園ハーフマラソン

　第２回だいせん田園ハーフマラソンが５月11日、太田
地域で行われ、県内外から700人がエントリーしました。
　昨年10月に行われた「大仙太田ハーフマラソン」が
新たな愛称となり開催された今大会。全国から集まっ
たランナーは、奥羽山脈の麓に広がる田園風景に囲ま
れたコースを思い思いのペースで駆け抜けました。各
部門の優勝者は次のとおりです。〈敬称略〉
【２km】小学１～３年生男子＝近野琉維（羽後町）▼同
女子＝佐藤こころ（南外小）▼小学４～６年生男子＝大
日向蒼空（大曲小）▼同女子＝板垣澪奈（神岡小）▼中学
生男子＝根田朔太朗（大曲中）▼同女子＝藤澤望逢（中仙
中）【５km】中学生男子＝佐藤快音（岩手県）▼高校生～
29歳男子＝折居涼（岩手県）▼30歳～49歳男子＝赤平航
（湯沢市）▼50歳以上男子＝梅津賢一（大仙市）▼高校生
以上女子＝高橋利奈（岩手県花巻北高校）【10km】高校生
～29歳男子＝吉田洸伸（男鹿市）▼30歳～49歳男子＝木
村高雄（八峰町）▼50歳以上男子＝泉谷忠広（秋田市）▼高
校生～49歳女子＝大場美加（秋田市）▼50歳以上女子＝
山本尚子（横手市）【ハーフ】49歳以下男子＝大場直樹
（秋田市）▼同女子＝鈴木絵里（能代市）▼50歳以上男子
＝佐藤雅敬（秋田市）▼同女子＝佐々木千秋（秋田市）

　老朽化に伴い改築工事が行われた中里温泉が４月
30日、リニューアルオープンしました。
　フィンランド式のオートロウリュサウナに加え、立
ったまま入ることのできる東北最深級（150cm・男湯）の
水風呂を新たに整備。また、排出されるCO2の削減を
可能にするシステムの導入や、旧施設の部材を再利用
するなど環境対策にも配慮した施設となりました。
　装いも新たに生まれ変わった中里温泉。新しさの中
にもどこかに懐かしさを感じられる空間を心ゆくま
でご堪能ください。

市市内初のオートロウリュサウナを完備　内初のオートロウリュサウナを完備　
中里温泉リニューアルオープン中里温泉リニューアルオープン
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1・3.小雨の肌寒い中、太田地域を駆け抜けるランナー 2.ハーフを
トップの１時間10分20秒で優勝した大場さん 4.ゲストランナー
のバスケットボールWリーグ・アランマーレ秋田の髙橋悠佳さん
（大曲地域出身・写真左）とフリーアナウンサーの相場詩織さん
（写真右） 5.沿道で声援を送る地域の皆さん
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３

５

１

２

４

３３

５

６

1.リニューアルオープンした中里温泉外観 2.ロウリュサウナ、露
天風呂、水風呂のある外気浴スペース 3.あつ湯とぬる湯のある浴
室内 4.オープンを心待ちにしていた入浴客でにぎわうフロント
スペース 5・6.市内初のオートロウリュを備えたサウナ室



【まちの出来事や話題を紹介します】【まちの出来事や話題を紹介します】
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声声掛けし合い連携の大切さ知る　　　 　掛けし合い連携の大切さ知る　　　 　
「NECグリーンロケッツ東葛」タグラグビー教室「NECグリーンロケッツ東葛」タグラグビー教室

　西仙北地域出身の太田治さんがゼネラルマネージャ
ーを務めるジャパンラグビーリーグワン所属の「NECグリ
ーンロケッツ東葛」のタグラグビー教室が３月20日、西仙
北小学校で行われ、杉の子スポーツ少年団員など約20人
が参加しました。
　同チームによる社会貢献活動の一環。子どもたちに
体の動かし方や正確なパスの仕方などをアドバイスし、
子どもたちは声を掛け合いながら全力でプレーしまし
た。太田さんは「子どもたちの楽しそうな笑顔を見られ
てよかった。これからも地元の子どもたちのタグラグビ
ーの活動を盛り上げる手伝いがしたい」と話しました。

チームの指導者からボールの扱いを学ぶ児童

　令和６年度大仙市スポーツ少年団表彰式が４月12
日、大曲交流センターで行われました。
　同表彰は、市内のスポーツ少年団の運営に携わり、ス
ポーツを通じて子どもたちの健全育成に尽力されてい
る指導者や地域づくりに貢献している団体を表彰する
制度。表彰された３個人・１単位団体は次のとおりです。
優良指導者賞＝伊藤富司さん（大曲スキースポ少・当日欠
席）、今野和典さん（大仙南アブレイズスポ少（野球）・写真前
列左）、熊谷孝寿さん（八乙女道場スポ少（柔道）・同右）
優良単位団体賞＝協和ミニバスケットボールクラブ
スポ少（13人）

表彰を受けた優良指導者、優良単位団の皆さん

３３個人・１単位団を表彰　　　　　個人・１単位団を表彰　　　　　
令和６年度大仙市スポーツ少年団表彰式

1・4.大型のふわふ
わ遊具、縁日コー
ナーの射的や輪投
げなどに多くの家
族連れ
2.動物に触れること
ができる「ふれあい
移動動物園」
3.神岡中央公民館で
は、キーホルダーや
アクセサリー作り、
工作を楽しむ家族
連れでにぎわう

　すくすくキッズフェスin神岡中央公園が４月26日、
神岡中央公園を主会場に行われ、市内外から多くの家
族連れが訪れました。
　このイベントは、昨年10月に大仙市誕生20周年記念
事業として実施。地域コミュニティの活性化を図ると
ともに、神岡地域を子育て家庭の交流の拠点として発
展させ、地域全体で子育てを応援していきたいという
思いから、昨年に引き続き開催したものです。
　今回は、事前に当日の悪天候が予想されたため、嶽
ドームや神岡体育館など、神岡中央公園周辺の屋内施
設も利用し開催。多くの珍しい動物と触れ合える「ふ
れあい移動動物園」や縁日コーナー、大型のふわふわ
遊具コーナー、キーホルダーやアクセサリー作りなど
を楽しめるクラフトワークショップ、ステージ発表、
キッチンカーが集合した飲食コーナーなど多彩な企
画で来場者を楽しませました。秋田市から訪れたとい
う親子は「SNSやママ友からの情報でイベントを知り、
去年も来た。子どもだけでなく私たち親も一日中楽し
めるこのイベントは県内でも珍しくとても貴重。これ
からもぜひ開催してほしい」と話してくれました。

市市内外から多くの家族連れが訪れにぎわう内外から多くの家族連れが訪れにぎわう
すくすくキッズフェスin神岡中央公園すくすくキッズフェスin神岡中央公園
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たくさんの善意、ありがとうございます寄贈

【まちの出来事や話題を紹介します】【まちの出来事や話題を紹介します】

徳田信子さん
子どもたちの教育のために

　西仙北地域のデイサービス「ま
んさく」を経営する徳田信子さん
（西仙北地域出身・大阪府在住）から、市
に50万円を寄付いただきました。
　大仙市の子どもたちの教育のため
に役立ててほしいと頂いたもので、
今回で６回目。寄付金は、市内の小・
中学生がのびのびと健やかに学校
生活を送られるよう、教育環境の整
備などに活用させていただきます。

表彰 功績をたたえて 
おめでとうございます

伊藤誠一さん、佐藤幸子さん、
柴田敬史さん

総務大臣から感謝状

　行政相談委員として長年にわた
って尽力し、３月31日に退任した（写
真左から）伊藤誠一さん（南外）、佐藤幸
子さん（大曲）、柴田敬史さん（同）に総
務大臣から感謝状が贈られました。
　伊藤さんは７年、佐藤さんと柴田
さんは４年にわたり同委員として
行政運営の改善に尽力。地域住民
と行政のパイプ役を担うなど、長年
の取り組みが評価されました。

秋田銀行職員組合
中学生の健全育成のため

　秋田銀行職員組合（須藤駿矢執行委
員長）から市内の中学校に、総額36万
円分の物品を寄贈いただきました。
　この寄贈は、中学生の健全育成
に役立ててほしいとの思いから、
同組合の募金活動により実施され
たもの。各中学校の希望に応じた
物品が贈られました。いただいた
物品は、授業などで大切に活用さ
せていただきます。

　第12回太田黄桜まつりが５月３日、大台スキー場で
行われ、多くの家族連れでにぎわいました。
　黄桜並木やゲレンデの散策のほか、大台スキー場周
辺の自然を満喫できるさまざまなイベントが開催さ
れた黄桜まつり。訪れた方々は、YOGA体験やテント
サウナ体験、手作りのホットサンドを味わうアウトド
ア講習会のほか、地元のグルメや農産物・加工品の出
店などを楽しみました。
　大台スキー場のゲレンデハイキングと、ゲレンデ
中腹からの景色を眺めながらコーヒーを味わえる
「KizakuraHike&Coffee2025」も同日開催され、約20人が
参加。少しずつ勾配がきつくなるコースに息が弾む
も、見晴らしが良くなっていく景色に笑顔を見せなが
ら中腹まで登りました。参加者は、ゲレンデに響くウ
グイスのさえずりを聞き、吹き抜ける爽やかな風を感
じながら、雄大な景色とコーヒーを楽しみました。

大大台の雄大な自然に包まれながら　　　　台の雄大な自然に包まれながら　　　　
第12回太田黄桜まつり第12回太田黄桜まつり

1・2.ハイキングとゲレンデ中腹から景色とコーヒーを楽
しんだ「KizakuraHike&Coffee2025」 3・5.ゲレンデで遊ぶ子
どもや青空の下で食事を楽しむ家族連れ 4.買い物客でに
ぎわう出店コーナー 6.満開の黄桜並木（５月９日撮影）

26

１

２ ３ ４

５ ６



【まちの出来事や話題を紹介します】【まちの出来事や話題を紹介します】

　大曲仙北広域中央し尿処理センターが完成し、４月
22日、竣工式が行われました。
　民間事業者のノウハウを活用し、設計・施工に加え
施設の維持管理を一括して発注する「DBO方式」によ
り施設整備を行ってきた同センター。万全な浸水対策
や臭気・騒音対策などを施した、安全かつ環境に優し
い施設となっています。
　また、下水道放流方式を採用し、コンパクトな施設
にしたことにより、運転効率の向上や施設のライフサ
イクルコストの縮減が期待されます。

循循環型社会の構築を目指して　　　　環型社会の構築を目指して　　　　
大曲仙北広域中央し尿処理センター竣工大曲仙北広域中央し尿処理センター竣工

新しく整備された、し尿処理センター

　老朽化に伴い、建て替えを進めてきた南楢岡コミュ
ニティセンター（旧南小学区コミュニティセンター）が完成
し、オープニングセレモニーが４月30日、行われました。
　防災拠点としても使用できるよう、備蓄品倉庫や防
災あずまや・かまどベンチが新設された同センター。
生涯学習活動やスポーツ活動、各種会合など自主的な
地域づくり活動に広く利用できる施設へとリニュー
アルしました。
※利用には予約が必要です。南楢岡コミュニティセンター
（☎0187-73-7899）へご連絡ください。

地地域交流の拠点がリニューアル　　　域交流の拠点がリニューアル　　　
南楢岡コミュニティセンターがオープン南楢岡コミュニティセンターがオープン

オープニングセレモニーで行われたテープカット

DAISEN City Public Relations 2025.627

　「大曲の花火-春の章-『新作花火コレクション2025』
『世界の花火・日本の花火』」が４月26日、「大曲の花火」公
園で行われ、約8,000発の花火が春の夜空を彩りました。
　「新作花火コレクション2025」には、全国から新進気鋭
の若手花火作家18人が出場。新作花火の部で優勝した
伊藤航也さん（小松煙火工業）が総合優勝に輝きました。
　フィナーレ花火では、ハンズ・ファイヤーワークス
社（カナダ）と大曲の花火協同組合がコラボレーション。
「スピリット・オブ・カナダ ～自然と調和の花火シンフ
ォニー～」をテーマに、迫力ある花火ショーで観客を魅
了しました。

日日本とカナダの花火師が観客を魅了　　　　　　　　　　　　　　本とカナダの花火師が観客を魅了　　　　　　　　　　　　　　
大曲の花火大曲の花火--春の章春の章--「新作花火コレクション2025」「世界の花火・日本の花火」「新作花火コレクション2025」「世界の花火・日本の花火」

芯入割物の部 優勝 新作花火の部 優勝

１・２ フィナーレ花火「スピリット・オブ・カナダ」

２

１

昇曲付 五重芯銀点滅
（石井稔さん・（株）山﨑煙火製造所）

ストップモーション
～光が描く不思議な造形～
（伊藤航也さん・（株）小松煙火工業）

春の章
全編動画



募
集

in
vitatio

n

払ほ
っ
た
の
さ
く

田
柵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
指
定
史
跡「
払
田
柵
跡
」の

観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
柵

の
案
内
人
「
ほ
た
る
の
会
」
で

は
、
一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。ガ
イ
ド
体
験
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
25
日（
水
）午
前

９
時
〜

◆
集
合
場
所
／
払
田
柵
総
合
案

内
所

◆
内
容
／
払
田
柵
の
概
要
と
現

地
を
回
る
ガ
イ
ド
説
明

【
問
い
合
わ
せ
】 

「
ほ
た
る
の
会
」伊
藤
さ
ん

　
☎
０
９
０（
７
３
３
７
）４
２
２
９

　
池
田
さ
ん

　
☎
０
８
０（
１
８
０
５
）５
７
３
６

ほ
ろ
っ
と
キ
ッ
ズ
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク

　

保
呂
羽
の
森
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン

や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
な
が
ら
、ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
／
小
学
生
（
保
護
者
も
参

加
可
）

◆
日
時
／
６
月
15
日（
日
）午
後

１
時
〜
４
時
30
分

◆
会
場
／
県
立
保
呂
羽
山
少
年

自
然
の
家

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
小
学
生
…
３
０
０

円
、
大
人
…
５
０
０
円（
施
設

使
用
料
、保
険
代
な
ど
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、学
年
、電

話
番
号
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

◆
申
込
期
限
／
６
月
７
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

ほ
ろ
っ
と
キ
ッ
ズ
高
橋
さ
ん

　

☎
０
１
８
２（
22
）４
５
１
１

　

℻
０
１
８
２（
22
）４
５
１
７

　

 　

hoikuen@
numaho.or.jp

大
曲
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
　
　

団
員
募
集

　「
も
っ
と
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
た
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
種
目

を
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

そ
ん
な
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
／
小
学
３
年
生
か
ら
高

校
３
年
生
ま
で

◆
期
間
／
６
月
21
日（
土
）か
ら

９
月
７
日（
日
）ま
で
の
毎
週

土・日

◆
時
間
／
午
前
７
時
30
分
〜
９

時
30
分

◆
会
場
／
大
仙
市
民
プ
ー
ル

◆
年
会
費
／
８
千
円

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

後
藤
さ
ん

　
☎
０
８
０（
３
１
９
６
）７
３
９
６

古
文
書
を
　
　
　
　
　
　

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

○
仙
北
古
文
書
研
究
会

◆
日
時
／
毎
月
第
１・
３
木
曜

日
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

佐
々
木
さ
ん

　
☎
０
９
０（
４
３
１
４
）６
９
５
１

○
大
曲
古
文
書
に
親
し
む
会

◆
日
時
／
毎
月
第
１・
３
水
曜

日
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
会
場
／
大
曲
図
書
館

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

大
曲
図
書
館

　
☎
０
１
８
７（
62
）１
０
１
２

お
知
ら
せ

IN
F
O

R
M

A
T
IO

N

大
仙
市
民
プ
ー
ル
開
館

◆
期
間
／
６
月
20
日（
金
）か
ら

９
月
10
日（
水
）ま
で

◆
時
間
／

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
３
時

③
午
後
４
時
〜
６
時

※
６
月
20
日
は
②
、③
の
み
、９
月
10

日
は
①
の
み

◆
利
用
料
／

○
市
内
の
小・中
学
生
…
無
料

○
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の

方
…
１
０
０
円

※
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

（
水
着
・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
着
用
）で

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
伴
者
は
利
用
料
が
必
要

◆
休
館
日
／

○
終
日
休
館
…
７
月
31
日

（
木
）、８
月
12
日（
火
）・
13
日

（
水
）・30
日（
土
）

○
午
後
休
館
…
８
月
23
日

（
土
）・24
日（
日
）・29
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
曲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
２
２

○
６
月
20
日
以
降

　

大
仙
市
民
プ
ー
ル

　
☎
０
１
８
７（
63
）０
６
６
６

高
齢
者
の
無
料
法
律
相
談

◆
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
優
先

◆
日
時
／
６
月
12
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分

◆
会
場
／
健
康
福
祉
会
館
３
階

◆
相
談
員
／

　

草
薙
秀
樹
さ
ん（
弁
護
士
）

◆
定
員
／
８
人

◆
申
し
込
み
／
６
月
４
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
１
８
７（
63
）０
２
７
７

は
な
だ
て
広
場
に
遊
び
に

お
い
で

　

絵
本
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
な

が
ら
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し

ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
の
未
就
園
児
と

そ
の
家
族

◆
日
時
／
６
月
17
日（
火
）午
前

10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
花
館
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

主
任
児
童
委
員 

佐
藤
さ
ん

　
☎
０
１
８
７（
63
）２
０
１
３

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
　
　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
in
大
仙

　

遠
い
日
に
聞
い
た
あ
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
心
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク

す
る
。一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
。

◆
日
時
／
６
月
15
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
広
場

【
問
い
合
わ
せ
】

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
大
仙

　

☎
０
１
８
７（
63
）８
５
８
８

28



詳細は
こちら

青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
　
　

「Buy Local

大
曲
」

　
「
よ
き
商
い
を
守
り
育
て

る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

大
曲
駅
周
辺
の
〝
地
元
の
よ
き

商
い
〞
が
集
ま
る
マ
ル
シ
ェ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。当
日

は
地
元
の
商
店
が
約
20
店
舗

集
ま
り
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
７
日（
土
）午
前

11
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
大
曲
駅
前
特
設
会
場

◆
入
場
料
／
無
料

※
雨
天
決
行
（
荒
天
時
は
変
更
の
可

能
性
あ
り
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
大
曲

　
　

buylocal.omagari@
gmail.

com　
　
　
　
　
　
　

夏
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　

バ
イ
ク
利
用
者
が
集
ま
り
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
直
接
集

合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
１
２
５
CC
以
上
の
公

認
バ
イ
ク
を
利
用
し
て
い
る

方
◆
日
時
／
７
月
６
日（
日
）午
前

８
時
30
分
〜

◆
集
合
場
所
／
イ
オ
ン
中
仙
店

西
側（
国
道
側
）駐
車
場

【
問
い
合
わ
せ
】

　

秋
田
二
輪
安
全
会
か
げ
ろ
う

　

伝
農
さ
ん

　
☎
０
９
０（
２
８
４
５
）２
０
４
９

は
な
っ
こ
カ
フ
ェ
　
　
　

（
花
館
地
区
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
カ
フ
ェ
で
す（
関
連
記

事
17
ペ
ー
ジ
）。認
知
症
に
つ
い

て
優
し
く
学
び
、
話
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
、関
心
の
あ
る
方
、ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
22
日（
日
）午
後

２
時
〜
３
時
45
分
（
毎
月
第
４

日
曜
日
開
催
）

◆
会
場
／
花
館
公
民
館（
偶
数
月

は
花
館
公
民
館
、
奇
数
月
は
は
ぴ

ね
す
大
仙
）

◆
参
加
費
／
２
０
０
円（
コ
ー
ヒ

ー
、お
菓
子
付
き
）

◆
内
容
／
情
報
交
換
、
ミ
ニ
講

話「
暑
い
夏
を
生
き
延
び
る
、

熱
中
症
対
策
」（
講
師
・
大
曲
消

防
署
西
分
署
員
）

※
は
な
っ
こ
カ
フ
ェ
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を

生
演
奏
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

中
。興
味
の
あ
る
方
は
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

お
お
ま
が
り
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
花
あ
か
り

　

☎
０
１
８
７（
73
）７
４
３
０

６
月
１
日
オ
ー
プ
ン
　
　

大
曲
直
売
所「
菜
・
果
・
真
」

◆
期
間
／
６
月
１
日（
日
）か
ら

11
月
上
旬
ま
で（
月
曜
定
休
）

◆
時
間
／
午
前
８
時
〜
10
時

◆
所
在
地
／
大
曲
田
町
49

－

１

【
問
い
合
わ
せ
】

　

池
田
さ
ん

　

☎
０
１
８
７（
62
）１
３
６
５

踊
り
の
お
が
た
会
　
　
　

踊
り
と
歌
の
祭
典

第
19
回
踊
り
と
歌
の
祭
典

◆
日
時
／
６
月
28
日（
土
）午
前

10
時
〜

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
小

ホ
ー
ル

第
20
回
踊
り
と
歌
の
祭
典

◆
日
時
／
７
月
13
日（
日
）午
前

10
時
〜

◆
会
場
／
神
岡
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
も
入
場
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

お
が
た
会 

尾
形
さ
ん

　
☎
０
９
０（
５
５
９
６
）５
５
０
３

髙
梨
朝
市

　
毎
月
第
４
日
曜
日
は
髙
梨
朝

市
へ
。６
月
の
テ
ー
マ
は
「
世
界

の
朝
ご
は
ん
」
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
ク
ラ
フ
ト
販
売
な
ど
多
彩
な

店
舗
が
集
ま
り
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
22
日（
日
）午
前

７
時
〜
11
時

◆
会
場
／
髙
梨
商
店

【
問
い
合
わ
せ
】

　

髙
梨
商
店

　
☎
０
１
８
７（
73
）７
８
７
１

講
習

C
O

U
R

S
E

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会「
庭
木
剪
定
講
習
」

　

剪せ
ん

定て
い

の
基
本
知
識
や
作
業
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
学
び
、
道

具
の
扱
い
方
や
冬
囲
い
な
ど
を

実
技
を
通
し
て
習
得
し
ま
す
。

◆
対
象
／
60
歳
以
上
の
方

◆
日
時
／
６
月
24
日
（
火
）・
25

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時（
２
日
間
）

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
15
人

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
６
月
13
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

秋
田
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　
☎
０
１
８
８（
８
８
８
）４
６
８
０

ひ
と
り
親
の
方
の
就
業
・
ス

キ
ル
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
　

　

ひ
と
り
親
の
方
が
、
就
職
や

仕
事
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
た
め
の
講
習
会
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
受
け
ら
れ
る
講
習

や
、都
合
の
良
い
日
時
・
会
場
で

受
け
ら
れ
る
講
習
も
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
左
の
２
次
元
コ
ー
ド

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
講
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

  

秋
田
県
ひ
と
り
親
家
庭
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８（
８
９
６
）１
５
３
１

Instagramは
こちらから
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担当者コラム 今日も〝だいせん日和 〟

ま
た
走
る
理
由
が
、
見
つ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
▼
５
月
11
日
に
行
わ
れ
た
「
だ

い
せ
ん
田
園
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」。
冷
た
い
雨
に
濡

れ
、
ふ
ら
つ
き
な
が
ら
最
後
の
長
い
坂
を
必
死
に

登
る
74
歳
の
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
制

限
時
間
、
そ
し
て
限
界
と
の
闘
い
。
時
間
切
れ
ま

で
残
り
20
分
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
見
事
完
走

し
ま
し
た
。
完
走
を
信
じ
て
待
っ
て
い
た
奥
さ
ん

が
涙
な
が
ら
に
駆
け
寄
り
、
肩
を
支
え
る
姿
。
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
、
前
へ
前
へ
と
進
み
続

け
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
。
拍
手
に
包
ま
れ

る
お
二
人
の
姿
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
▼
私

は
か
つ
て
、
角
館
か
ら
鷹
巣
を
目
指
す
「
秋
田

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
挑
戦
し

ま
し
た
が
、96
キ
ロ
地
点
で
13
時
間
の
タ
イ
ム
ア
ッ

プ
。
あ
の
と
き
の
悔
し
さ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
完
走
し
た
そ
の
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
を
見
て
、

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。〝
挑
戦
〟は
年
齢
で

も
限
界
で
も
な
く
、
自
分
自
身
の
心
が
決
め
る
も

の
な
ん
だ
な
と
。
ま
だ
ゴ
ー
ル
し
て
い
な
い
私
の

１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
。
あ
の
日
の
続
き
に
向
か
っ

て
、
も
う
一
度
、
走
り
出
し
て
み
よ
う
か
な
。（
け
）

「だいせん日和」６月号は１部当たり約70円で作られています。

※住民基本台帳登録数

( - 9 8 )73,119人

34,442人 ( - 4 1 )

38,677人 ( - 5 7 )

31,548世帯 ( + 2 2 )

４月30日現在※（ ）内前月比

19人
135人
180人
162人

人口と人口と
　 世帯数　 世帯数

人口

男

女

合計

出生

死亡

転出

転入

人口増減内訳

日時 場所
６月７日（土）午後７時50分頃～ 南外ふれあいパーク（関連記事22ページ）

６月の花火打ち上げ予定 （５月22日現在）

予定は変更になる場合があります。最新の情報は、市ホーム
ページ（右の２次元コード）をご確認ください。

【問い合わせ】花火産業推進課 （はなび・アム内）☎ 0187-73-7931

休日歯科診療当番医

詳細は、大曲仙北歯科医師会ホームページ
（右の２次元コード）を確認してください。
■診療時間／午前９時～正午

※申し込み状況により、申込期限前に締め切る場合があります。

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 イベント名 申込期限

大曲駅前こども園
☎0187-63-5118

12日（木）
10:00～

手遊びやふれあい遊
びを楽しみましょう

11日
（水）

四ツ屋こども園
☎0187-66-1517

23日（月）
10:00～

ふれあい遊びを
楽しみましょう

21日
（土）

大曲中央こども園
☎0187-62-1027

12日（木）
10:00～

親子でむぎゅ～！
ふれあい遊び

11日
（水）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2148

11日（水）
10:00～

音楽遊びを
楽しもう！

10日
（火）

みつば保育園
☎0187-87-7130

11日（水）
10:00～

歌って踊ってリズム
を楽しもう

10日
（火）

なかせん
ワイワイらんど
☎0187-56-4139

17日（火）
10:00～

手遊びやふれあい遊
びをしましょう♪

16日
（月）

協和まほろばこども園
☎018-892-3426

４日（水）
10:00～ お外で遊びましょう ３日

（火）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

12日（木）
10:00～ お外であそぼう！ 11日

（水）
せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

11日（水）
9:30～

元気いっぱいお外で
遊びましょう！

10日
（火）

おおたわんぱくランド
☎0187-88-1659

18日（水）
9:30～

元気いっぱい
お外で遊ぼう！

17日
（火）

ウェルネス保育園大曲
☎0187-73-6056

12日（木）
10：00～

はじめまして♪
こんにちは

11日
（水）

かえで保育園
☎0187-73-7151

12日（木）
10:00～

室内遊びを
楽しもう！

11日
（水）

EVENTS
月の子育てイベント情報６ INFO.

▼大仙市子育て応援ハンドブック電子版
市内の子育て情報を知ることができる子育て応援
ハンドブック電子版は、右の２次元コードから

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設
☎0187-63-2344

（大花都市再生住宅）

５日（木）、
６日（金） 身体測定（9：30～11：30）

９日（月）
10：30～ 音楽リズム（要予約）

13日（金）
10：30～

キッズヨガ（１歳以上対象）
（要予約）

19日（木）
10：30～

楽しく歯みがきしましょう
（要予約）

26日（木）
10：30～ にこにこお楽しみタイム

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））
20日（金） 七夕飾りを作りましょう

つなっこひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159
（大綱交流館内）

４日（水）～
14日（土）

ドキンちゃん・コキンちゃん
フォトフレームプレゼント

21日（土）
10：30～

リトミック（０～２歳）
（要予約）

▼子育て支援拠点施設

※感染症対策のため、各イベントの参加人数に制限を設ける場合
　があります。ご理解とご協力をお願いします。

６月のイベント・行政相談など

18 水 中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　　　■中仙農村環境改善センター

大曲地域行政相談■午前 10 時～正午■大曲交流センター２階
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■大綱交流館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午前９時～正午■水沢世代交流福祉館
　　　　　　　　■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

月16

神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■かみおか嶽雄館火17

あきた結婚支援センター・出張センター開設日 ☎018-874-9471
■午前11時～午後４時
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲）会議室

土７

19 木 仙北地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　　　■さくまろ館

あきた結婚支援センター・出張センター開設日 ☎018-874-9471
■午前11時～午後４時
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲）会議室

土21

30



広
告
ペ
ー
ジ



2025
2025６

月
号

６
月
号

N
o.408
N
o.408

編
集
・
発
行
｜
大
仙
市
企
画
部
広
報
広
聴
課（
印
刷
：（
株
）仙
北
印
刷
所
）


